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網走湖産ワカサギの生活史

第3報 降海及び遡河移動について

字 藤 均 . 坂 崎 繋 樹
(北海道立中央水産搬 壌) (網走市役所 )

Lifehistoryofthesmelt,Hyj･omesustrans♪acificus
nipbonensisM cALLISTER,inLakeAbashiri.
3.Seawardandupstream migration.

HltOShiUTOH 1̀and ShlgeklSAKAZAKl◆2
･lHokAのdoCeNLroLFJSAerleSELLIerlmenLaLSlot,on.YoJkJ",flokkaldQ046,JoJIG〃

't̂ bosJHrIM仰ICJLIO10//lce.̂ bQSJHTn',fToAkaldo093.Ja♪Qn

lnLakeAbashrl,Hokkaldo.thesmelt,IJy♪omesLLStranSPGCl/lCJJSカゆE･0"e〃SJS.M亡AL.uST叫

hasananadTOmOuStypethatLeavestheSeaoEOkhotskandascendsthelakelnautumn.but

llttlelnformatlOnlSaYaLlableonltSmlgratIOnecologyThepT,eSenLStudydealtwlththeseawaT'd

andupstream JTllgratlOnOEthLSflShandllSageandsほeCOmPOSlt10nSlnanOutletstream of

thelakedurmg198land1984

Themlgran(SWeremostlytheyoung10トLhe-year,and1-and2-year-oldflShweretnyolved

Three-year-oldflShwerealsorare)yround.Theyoung-oトLhe-yearEIShhatched ln lnlet

streaJnSlnthespmLgStayedforasometlmelnthelakeartdmLgratedtotheseadurlng

mld｣ulytoNoverTlbeTWlthapeaklnAugust,whenalmostallflShbecameluVentlesA一ter

thellfelntheseaduringabouttwoorthreemontTIS.mostOhhemreturnedtothelakefrom

OctobertoDecernber,butsomemovedupstream lnAprlloLthenextyear Thesea-gong

youngwere)argerinsLZethanthoseremalnedlnthelakeTheseawardmlgrat10nOl1-and

2-year--oldlLShtookplacedurlngMayandSeptemberwlthapeaklnJuly Theyreturned

durlngthetwoper10dsOl:tObertoDecemberandAp√)ItoMayoEthenextyear,therunsln

theformerperLOdbelngblggerthanthoselnthelatter

BasedonItsllfehlSLory.LtlSSuggestedtllatthesmeltofLakeAbashlrl.eXCludlngthe

2-and3-yeaT･-OLdllSh.wasdlVldedIntotheloLtowLngflVegroups 1)non-mlgratOryEISh.

2)llShthatmoveddownstreamandupstream m theyearoEtheblrLhandremalnedlnthe

lakelnthesecondyearofllfe.3)flShthatmoveddownstream andupstream bothlnthe

llrStandsecondyears.4)llShlhaLproceededtothesealnLheyearoltheblrLhandreturned

報文番号 AI一o(1987年 1月30Ej受理)



2 宇藻 類 ･坂崎無税

t｡thelakeJnthesecondyear,and5)flshthatremalnedlrLthelake)∩theyearoftheblrth

butmoveddownstreamandupstream lnthesecondyeaT,.TheecologlCa)lnforrnatlOnforthe2-

and3-year-oldflShlSSt111llmlted

結

網走湖におけるワカサギ漁業は本棚の漁業の中でも主要fE位置を占めているが,汲最先は年に上って大きく変

動しており,賢澱動感の解明が急がれている.

著者らは先に本湖塵ワカサギ漁業の変遷とその生活史に関する知見を軽埋し.遡河回藩群の移動生瀞に不明な

点の多いことを指摘した(字藤 ･坂埼1983)｡資源よ評価の一手段としてや源力学的方法があるが.これを用

いる場合にも漁場である湖への移入 ･渉出の実態を知ることが兎安な艶頃である｡

北海道立網走水産就険勘では西網走漁業協同組合の依軌こ上って,1981年から本棚産ワカサギの生態調査を

爽施しており.その結果は年次別pこ報告されている(宇蘇ら1982,'83,'84.'85,山岸ら1986)｡本報告で

は遡河回遊群の移勤生態に関する1981-'84年の期間の網査結果を轟理し,陸海及び遡河の時期と規模.また

生活第二年目以後の移動などについて,若干の知見を得たので報告するD

報告に先立ち,調査に際し御指導を頂いた北海道大学水産学部名誉教授浜田啓書博士,並びに貴重な未発表資

料の参照を許された同学瓢助教授高野和則博士に深く感謝する｡また,多大な御臨力を頂いた西網走漁業協同組

合及び漁業者の各位に深謝する｡

調 査 方 法

詞査は1981年6月から'84年11月までの.冬期間を除いてはは周年にわたって網走湖の流出河JlL(Flg1)

で実施した｡また,1983年には冬期間の謁査も行った｡

目視観察は,冬期を除く全期間にわたって流出河川全域と河口港及び沿岸で適宜実施したが,特にふくべ網設

置場所とその約2は下流にあるサケ捕獲場付近を中心こ実施した｡ワカサギの採揃に使用した用具は,口径 120

mの樵魚ネット.El合32師の投網,日合3JP)もじ網で作製uヒふくべ網(Flg.2).曳網である｡曳i剛1湖内の

ワカサギ漁業者が使用するものを用いTLD

各用具の使用時期及び採捕結果をTablelに示した｡移動丑の季節変化を調べるにはふくべ網が有効と考え,

主にこれを用いた｡ふくべ網の改俊方向は魚群行動の目視観察によって,その移動方向を判断し,降海と遡河に

合せてそれぞれ上弧 下流とした｡EI祝観察で判断出来なかった4,7,10月については.数日間設性方向を変

えた1982年の結巣に基づいて.採捕数の多かった方向に決定した｡

1983科 1月15日まではFlg lに示した地点の右岸に放散していたが.盟)6日以後粥査終了時までの期間中

は.遊汲者とのトラブルを避けるため同地点の左岸に設放した｡網を設旺した期間は毎日網揚げを行い,日別の

採捕数を調べた｡

標本は原則として全数を計数したが,多jかこ採排された8.11.12月については.船脚時に稔脚 暮言放見または

容豊を記録し,その一部を標本として計gl･採取し,研究室に持ち帰り計赦した後,その結娘を引伸して総採補

数を推定した0

5-9月の期間は0年魚と年齢 1年以上の魚の体長組成に重複が見られず.両者は体長から容易に判別された｡

しかし.1983年を除く1D-4月の期間は両者の体長触衣が互いに韮扮し,体長から判別すること11困蝶であっ

た｡そこで1983年を除くこの期間の標本については.無作為に抽出した部分標本の年齢査定を実施し,その結

果を用いて各月の採補数に引伸して両者の採補数を推定した｡なお.大型魚を主体に標本抽出された1984年11
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月の資料は,年齢査定の結kiと体長阻成か

ら各体長階級に占める0年机と)年魚の頻

度を求め,これを用いて推定し払 また,

S.a｡fOkh｡tSk この他の時期に体長から年齢 1年以上とさ

1
0 5 10Km

Fig.1.A mapofLakeAbashlrland the

AbashlrlRIVerShowtngthesam･

pllngStatlOnS.
+ Stat10mAatwhLCha(rapnet
wasset

A Stat10nBatwhlChacast-net

sampllng Wasmade A weュr
wassetacrossthestream to

catch return)ng adult chum
salmonbytheHokkaldoSalmon

HaLchery.

れた横木についても適宜年齢雀定を実施し

た｡標本の年齢査定には粥を用いた｡採族
は壬に背離 下で側線上部の,2及び3列

日の熊列から行ったが,脱餅が激しい場合

はこれに限らなかった｡

兼成井集魚と成約魚の判別は生穀典の肉限

轍 こよった,雌の場合卵巣が苅色味なお

ぴ,卵珊 桝が示攻される段階以後にある

ものを,また雌の場合輪巣が乳白色を塁し,

精子形成が示唆される段階以後にあるもの

をそれぞれ耽熱血とし,いずれも′トさく半

透明IEものを大成鮒 とした｡

4月に採補されたワカサギの移動先を調

べるため,1983年4月12日から15日の軌

間にふくべ網によって採揃されたもののう

ち,合計1.213個体について調査点A(FL富

1)で標識放流を架施した.4月12,13El

に放流した魚には7ノカ-タッグに日付と

魚体番号を記入したものを,また4月14,

15日に政経した魚には綿糸のリボソを.そ

れぞれ背鰭直下にク./〆ilノと針を用いて

取り付けて標藩とした｡

Fig･2.AdlagramOfatrapnet山Fukube-aml

andItsSettlngVleW
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T&b)e1.AllStOEsamplesoEsmeltcaughtm theAbashLriRiver,198ト1984
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揺 果

1 陣海及び;針可移tbのせ蕪と移動魚の採輔結果

1981年の夏季を除き.いずれの年にも8月から12月の期間,El現晩熟こよって魚群が確認された0秒こ8月

と11.12月にIlaやな群が肪 され 洗出河川,河口港.柄走再沿岸のいずれでも観察されb またlllL2FIの

夜間には魚群が河口から糊口に至る河岸に沿って帯状を生して遡上するのか挽薪されTL'

鞠査期間中の採揃拓北を TabLelに示した,4年rulの鵡圭で採描されなかったの111981年6月と'84年7

月だけであり.特に8.ll,12月と4月に0年机が多数採描された｡5.6月に11推魚ネットに上って仔魚が採捕

された｡年齢 1年以上のワカサギは.各年共秋季と称筆に比較的多く採排された｡なかでも1983年5月から■84

年4月までの期間には比較的多く,しかも連探して採fISされた｡しかし,前述した時期の0年魚と比較すると著

しく少なかっb なお,1981年8月26EItr82年8月lEIには網走沿岸で虫網に上って稚魚が多数採捕された｡

比較的周年にわたって資料の得られた1982年4月から'84年4月までのふくべ網に上る採捕結果に基づき.

m査E値 1日当たりの0年魚の採補数を月毎に求めFLg.3に示 しb 年に上る採揃数の多少はあったが,8月

と12月に大きなtl'-クれ 4月に小さなt='-クが入られた｡大きTLt='-クとその前後の時肋 1前述の魚群行動及

十

Fig.3.SeasonalchangeLnaveragedalLycatch
ofyoung-oE-the-yearsmeltatStation
AlntheAbashlr)RIVerHorlZOnta日lneS

onabscISSamdlCatelrappLngdurat10nS,

■ Downslream mlgrallngllSh.

O upstreammtgratLngflSh

5.000

1.000

宅 500

0
0
Z
IOO

50

10

NDJ ドMA M J JA S0 ND

1982 1983

Monthandyear

Fjg 4.Seasonalchangelnaverageten-day

catchofsmeltofagesIandrrLOre

atStatLOnAlntheAbashlrlRlver,

HorlZOnla)llneS,and shadedand
opertvertica)barsaslnFlg3



6 宇簾 均･坂崎繋掛

び後述する生物学的特敏から.それぞれ降海多動期

なお1982年の4,7,10月にlシ一時的に網を逆方

各 設々置日数 1EIで8個体,2日で398個体.4日

く4日で1.207個体,3日で32個体.12日で1,270

と4月は下錐-.7月は上流-向けて歌世した場合

の.4.7月の⊥うな大きTL:轟はみられなかった｡

年齢 1年以上のワカサギが比較的連続して採描き

当たりの採補数を月毎に求め Flg.41こ示した｡詞

比較的 多いの117月をtl'-クとした7-9月及び11

5月であり,前述した0年魚の場合と若干用達して

採補数に大きTJ:ピークのみられた夏季のふくべ網

軟のそれ (1981-'83年)をFlg.6にそれぞれ示I

に上る用達が入られたれ いずれの年も短期間でt-

に減少していIL,晩秋の場合も年による同様な用達

からみられた｡

XIO
5.h)0

.
000

M

-0

50

0

5

LJ
C
l↑

-0
0
N

20 38 10 20 30 10
Jul. Aug Sep Oct

Dzlte

FI甘.5,Dallychange)ncatchofsmeltat
Stat10nA )ntheAbashlrlRIVe

durlngmid-Julyandrnld10ctober
1981-1983

遡河移動期に対応しているとみなされb

qにも設催した｡その採補数は上津へ向けて設置した場合.

:･921個体であった｡また下流へ向けて設思した場合,同じ

∃体であった｡したがって,1日当たりの採鮪教を比較する

'.明らかに多いれ 10月は上流へ向けた場合が若干多いもの

した期間のふくべ網による採捕結果に基づき,調査EI教10日

iの実施された期間中,2. 3月繊 いて採揃がみられたが,

IをピークとしたlD-12月の期間と4月をt='一クとした4-

･b

-よるEl芳Il採捕数の変化(1982- '84年)をFlg 5に.晩

た｡夏季の場合t='-クを示す時期及び多獲される期間に年

クに連する点で共通しており,その後段Aにあるいは急速

'1入られ 特に1981年のtl'-クは長も遅れ 12月に入って

10 20 30 10 20
Noy. Dec

DJ)te

Fig.6 Dal1ychangemcatchofsmeltat

StatlonAduringeaT'1yNovember

andmld-December,1981-1983
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2 襟 i*放 流 再 捕 結 果

1983年4月のふくべ書剛こ上る採描結果をFlg 7に示

した｡再左開脚 .ら終了時まで鵬 があ り,そのビー

タ1110日過ぎで,料 紙 を架施した時期と一致してい

fL 環者政雄に供した瓜の滑走は行われなかったが,同

時期に採捕された岸本の体長凪乱 年齢及び生殖脚 に

ついては,後述するFlg.4,Table1.3,4,に示し

た通りである｡4,5月にワカサギを採排していたのほ.

湖へ洗入する網走川と女満別川(Flg 1)で.4月下

旬まで乗施された人工採卵番茶.及び女満別川で5月末

まで契施された産9慨 上拘束.さらに5月lEは､らuヒl

の期間操業された湖内曳粥漁業であった○

横着魚の再捕結果をTabLC2に示 した｡再拝掛1合

計L2解体で,再捕串的)ガと少IL:かったが.上述したい

ずれの採掩{･も襟斗魚の再緒があった｡早いものでは放

流4-5El後に産卵河川である網走川と女溝別川lこ遡上

して再挿された｡また5月に11潮内曳網漁に上って王に

産卵後のものが再捕された○

TLble2.DatesandplacesofrecaptureofsmeltmarkedandreleasedatStationA ln
theAbash)rlRIVerlnmld-Aprl11983.andthe)rblOlog)catcharacterlStlCS.
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3 生 物 学 的 特 番

tl)年齢

調査期間を通して採排された.0年租と年齢 1年以上の魚の組成はTable lに示した通りである｡選択性の

強い惟魚不ットと投網の姿料.及び0年私がELJ.現しない5.6月の賢料を除くと.各年共にEE倒的に0年ま的'.多

かった｡

次iこ.年齢1年以上とみなされた大型魚の標本にITX､て奨施した競輪結果をTable 31=示した｡年齢 1年以

上の飴の多くは l年魚であった｡2年Pの 割合が比較的芯くしかも3年魚が見L?れた標本は,1981年10月の授

触こよって採描きかたものだけであった｡ しかし41帥 】を遜してみると.ほ瓜 ､ずれの時肋こも2年魚がみられ

′ふ

(2)体長組成

5,6月に稚魚不ットによ･'て採排された仔魚の体長組成をFlg 81こ示した｡いずれも体長20m以下の仔
魚であった｡1984年の吻合,時期の推移に伴って生長していることがうかがえる｡なお,いずれの標本も同時期

に湖内の覗丑で得られた標本の組成とほは-載 していた｡

T8ble3.Agecomposlt10nOEaged1andmore

smeltcaughtlntheAbashlT･lftLVer,
198111984 Agesweredetermlned
byscalereadingmethod Numerals

representflShnumbers

Age

1 2 3 ?

1981

LJLfW

Jut. 21

0ct 14

Dec.2

1982

Apr.20

Nov.15

Dec.15

1983

Jam.18

Apr.7

Nov.2

Nov.9

Nov.25

11

8

5

5

9

6

2

2

12

13

仙
1984

Apr.17-21 8

0ct.ユ2 31

Nov.20 39

Nov.22 31

4

242

20

10

0

20

10

0

Jun,21-25.1983

4 8 12 16
Bodylength(mm)

Flg.8.SIZe･frequency
dlSh-1butlOnOf

smeltlarvae

Caughtbya
】arvanetlnthe

AbashlrlRIYer

durmgMayand
June.1983-1984
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各年の7-9月に採捕された0年他の体長組成をFlg 9に示した｡比較のため同時期に湖内の凋盤で糾られ

た0年魚の体位組成も同時に示した.河川の協合壬に体長257m以上の魚から成づていたが.これらの発育脚貨は

後期仔魚から推約への移行期及び稚魚鰍こ相当していた｡7月及び8月ヒ旬の欄内~かまこのような机のiI.'Il合は小

さかった｡しかし,8月中旬以後IコIはとんとのものが体技307m以卜に生成し,9月上旬puま湖内と河JIに)触掛ま一部壬一

致していたoまた年によって体長範囲,モードに粕適がみられたが.これは湖内の年による生長の耗旭と対応Ln ､た｡

10月から翌年4月の期間に採捕された0年魚の体長組成を Flg 10に示した｡なお.1981年と'82年の場

令,年齢査定をしなかった標本には,一部年齢1年以上の個体が含まれているr･l'能性がある.しかし前述したよ

うにその割創1小さいので,ここでは0年魚の組成を示すものとみなした｡向一時期であっても年に上り体妓範

W,モ-ドに相違がみられたが.時期的変化の仕方は.●84年を除く各年で共凪していた｡遡河移動熟の採補数

が急増した時期は.1981年には12月4日,'82年には11月16EI,'83年には11月llElであり(Flg.6),いず

れもこの時期を境として,それまでみられた小型魚の頻度が低下し,大型魚の軟度が福くなったOまた.翌年4

月には若干小型化する俳向が認められた｡

すなわち1981年の場合,日月の阻成は二棒型を皇し.体長75m以上とそれ以下にそれぞれモードがみられ

たが,12月には体長75PDL以下のモードが消失し,モーrが体長80--85ptの恥牲塾となっ払 翌年4月に仏

このJE-TIのほかに体長55-607mのモ-ドが出現した｡

1982年の場合,11月15円までは多峰型を量した｡10月6,7日のモードは,いずれも体長807rZ7n以下であっ

たが,10月中旬以後には体長80打mlLヒにもモ-ドがHi兇した｡ 11月16El以静ま,それまでみられた体長70m

以下のJt-ドが消失し.体長80-85¶北をモードとする坤蜂塾あるいは,これを壬モードとする二峰型を塁し た｡

翌年の 1月及び4月には,壬モードが体長75-807TZ7mに移行し.若干小型化した8

1983年の掛合,他の年と比較して全体に小型で.上述した僻期における変イtjま明瞭ではなかった.しかし.

11月17n以抑こは壬モードが体艮60仰1以 Fであり,大部分が体長60m以下の魚で占められていたが,11月

1982
…o:L正｢ .983

AueSITNJ20020
Au85-ll
N+200･:oL,A

(%)LDuan
b
a
JL

止二_⊥二
20 LIO 60 20 406020LIO60

80dylength(mnl)

20 40 60

Fig･9･SIZe-frequencydlStrLbutlOnOfyoul1g-Or-the-yearsmeltcaughtlntheAbashlrl

RIVer(q)arLdLakeAbashlrl(□)(lurlngJulyandSeptember,1981-1984
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20虹 520阻曜巴212DL∠空5010050100501085010OBodylongth(mm)Fig･10.LengthcomposltlOnOfyoung-of-the-yearSmeltfromOctobertoAprll.

22日には体長60m以上に王モードが山現し,その後11月17日以前とは対象的に体長60TRれ以下のモーnl消失

し,大部分がこの体長以上の魚で占められた｡ 12月14Elには,体長55-607W のモードが出現し,翌年の4月

には体長6011ER以下の魚の擁壁が砧くなっナら

1984年の掛合.鹿本教が少なく時期的変化は知り紺なかったが.10月から体長70mzl以上のモードがみられ,

大型魚の頻度も比較的勘 ､つfL,

10月上旬の標本は上流に向けて設促したふくべ網に上るもので.他はすべてその逆のものである｡

次に1982年 10月8日に謁兼点B(FIE 1)に段旺されたサケ捕獲場のウライの上･下で.投網によって採

捕されたワカサギの体長組戒をFlg llに示したO両者の組成には明らかな柘生がみられ,ウライの下雄では大

型個体だけがみられたが,上流ではこれに加えて小型個体もみられ二線型を皇していた｡ウライ上流の体長#l成

は同時期のふくべ網の体長鼠碇と撞めて近似していた(Flg 10)Oこの時執こは数日間にわたってウライの上

流に小型のワカサギが群泳するのか観察されたが.ウライの下流では上記の採描時に大型個体から成る群が観察

されたのみであった｡

年齢1年以上の魚の体長組成をFlg.12に示した｡1983年の場合5月に(亡=推型を皇していたが.7月以後は

神性塾を皇し時期の推掛こ伴って大型化Lb また同時期の0年魚(F■g 8.9.10)よりも明らかに大型で,体



網走湖産ワカサギの生活史 第3報 日

長樹 に東砂 1みられなかった,一方他の年の場合,体長範朗は比較的広く,同時期の0年魚(Flg.10)より

も大きな体長範掛こ分布するものと0年魚と同じ体長範囲に分布するものがみられ 1984年 10,11月にほ多

峰型を皇し体長70JPZL台のモー ドも入られた｡

(3) 性及び生殖典

各年を通じて肉腹的に性成加が確認されたのは0年魚で1110月以後.年齢)年以上の租では9月以後で,6-

7月の期間は未熟状億であった｡

主に成熟魚がみられた期間の成熟魚の雌,堆及び未成熟熟の取成をTable4に示 した｡年齢 1年以上の魚に

ついては未成熟魚の雌杜組成も示した｡0年魚の場合.横臥放流を乗施した1983年4月の標本は全て成熟魚で

あったが.他の標本には未成熟魚がみられた.その割合は年及び時期によって異なり.1983年 11月～翌年4月

の期間が最も高かった｡雌椎の糸l成も,午.時期によって異なっていた｡TatIJe4から年抜群毎の特徴をみると.

1983年級は全期間を通じて雌の割合が高く.また '81,'82年鋲では11月と12月の問で.'84年版では 10月と

11月の間で雌席の割合が大きく変化し,いずれも後期の方が雌の割合が高かっlL,

年齢1年以上の魚には7月以外に未成熟魚はみられなかった｡また.どの時期{･も雌の割合が椎よりもおし､点

で共通していた｡なお,1983年5月13日の唐本中樵の92%.錐の63%に残存精子及び残留卵が確認さ̂ ,産

卵後の個体であることを示していたo

Mayt3.1983

i二 三 ____

50 100

8odyJen;lth(mrTl)
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TBble4.Gonadalmatur)tycomposltlOnSOfsrneltcaughtlntheAbashlrlRIVer,198ト1984

Date Noof Mature Immature

flSh ♂ 9 ♂+S)

81
仙

De｡
8-

Apr
批
仙

De｡
8-

Ja｡
Apr
N｡V
仙

De｡
8-
Apr
OCt
N｡

9

9

9

9

8

6

1

20.21.24
6.ll.14.27
16-29

3-22

18-20

7,13

2.14

22.28

5,12,14

潤
弧

跳
畑

㈱
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畑

加
納

% % %
423 423 154
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0

0

7
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0
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0

認
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日

3
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0
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0

0

0

6

0

人U0

5

%
0
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0

0

0

0

3

0

0

0

4

%
1

0

0

6

.
0

7

0

5

3

2

5

5

6

lL'

%
9

.
0

0

4

0
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0

45

訪

4

g3
娼

抑
11

帥
1984

Apr.17-21
0ct 12

Nov 20,22.23

0

(U(U

O

(UnU

0

0

n〉
oO
(U

7

9

8

EB
57

5

3

1

2

SB
42

4

2

9
2

1

1
7

考 察

著者らは先に,本湖産ワカサギの生活史に関する過去の知見を整理し,その概要を示した(字藤 .坂崎 1983)｡

本邦藍ワカサギには,その生活史の用達から遡河回避型と陸封型が知られている｡また前者は,さらに春に海か

ら河川に産卵遡上するaタイプと,秋に海から湖に遡上して越冬した後,春に流人河川に産卵遡上するbタイプ

の二つに分けられ,それぞれに淡水残留型が知られている(浜田 1961)O

網走湖産ワカサギはbタイプの典型で.隆海と湖への遡上はそれぞれ生活第一年日の春と秋にみられるとされ

ている｡



網走湖産ワカサギの生活史 窮3報 】3

網走湖の流出河川における本棚 具では.生活妨一年EI末の4月及び生活約二年Elにも移動が認められた｡

以下に生活第-年目及び生活第二年B以後の阜動について.それぞれ考察を加え,次いで網走湖塵ワカサギの生

活史について考察する｡

1. 生者第-年目 (0年魚 )の移動
本調査結果11.8月及び11月もしくは12月をビ-クとしたワカサギの大泉tPJ:移動があることを示 しており.

魚群分れ 行動及び体型にみられた特敬からそれぞれ任轟移動,丑河移動とAtJ:されTL

一方,その他の時肋 こも少数ではあるが&描かみられ ワカサギが周年にわ1=って網走湖の捷出河川に分布す

ることが判明した｡5.6月には仔魚が凍挿されたが,これは河内に分布する仔魚の一部が頓 出したものと考え

られる｡

11.12月の体長凪成11二拝型あるいは多棒型を重し,大型群と小型群が温められたhll.分布及び行動の他 ､

らそれぞれ遭河群と降海群であると考えられる｡10月にふくべ桐の投書方向を変化させた場合の採捕故と体長範

戊の用途もこれを示唆している｡すなわち採描政には大きな相違がなく,上卸こ向けた場合には小型魚が多く.

下流に向けた4A合には大型魚が比較的多かっIL,したがって降甜 動の時メ剛17月から10月,遅い場合11月まで

の期間にわたり.一策B河移動と重なる時朋があるものと考えられる｡陣海移動の盛期118月上 ･中旬にみられ

たが料査開始当初からピークを示した年もあり,これ1り若干早い場合も考えられるC後述するように0年魚の

鴇合,鴨 移動とその生育との関連が示唆されることから.生育速度の用達が移動開始時期及び盛期に変動をも

たらすことが考えられる｡

遡河移動Klが本格的に採描され始める時JTlli年に上り明らかに異なり1983,'82'81年の脈でより早かった｡

網査例が少ないが,これは各年の11,12月の採揃耗教の多少と対応しており.遡河魚が多い場合には上り早く

移動が始まることを示唆しているかも知れtJ:い｡

ところで,1月から3月の期間の採納故は著 しく少なく,ほとんど移動はfLいものと考えられるが.4月には

小成棋ながら移動がみられた｡これは

ふくべ粥の放せ方向を変えた場合の採

描教の相違及び標鼓放流魚の再捕結果

から,主に遡河移動とみなされる｡し

かし1982.'84年の体長取成には前年

軟の遡河掛こはみられない小型魚がみ

られ,しかもこの多くは未成熟魚であ

った｡標識放淀を突先した )983年の

魚はすべて成熟魚であり.未成熟魚の

移動方向は必ずしも十分に解明された

とは言えない｡したがって,この未成

熟魚が降海移動魚ICあるF･-T鮭性も否定

出来ない｡

以上の考察括菜を亜理すると,0年

魚の陸海序数は7月中旬から11月の期

間に行われるが.主にさ動初期に集中

している｡また者河移動は)0月から12

月の期間と4月に行われるが,主に11,

12月に集中しており,4月がこれに次

いでいる｡
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過去の頼告では.網走湖産ワカサギの降軸 動の時期11春あるいは5-6月とされている(高安ら 1930.佐

野 1937,浜田 1961)｡ また題河移動の時肋こついて満安ら(1930)は8月頃から始まり.10月に点も多

く11月まで続くとし.佐野(1937)は8月上旬から始まるとしている｡また,浜Ed(1961)はJO月中.下旬と

報告している｡

前述したとおり鵬 移動の盛期は8月であり,上記の報告はこの群れを並河移動と判断した可能性が高い｡ま

た,為河移動の盛期についても本調査結果は上記の報告と一女しなかった.本鞘圭結果でもその時掛 1年に上っ

て変動しており.)0月に盛期がある*合も考えられる｡

そこ~q粗茶臨同風合の秋季獄内曳爺汲薬に防する1976-■80年の資料(仕切伝票.加工生産報告乎)から5日

毎に単位努力当たりの繊 tを求め.この時朋的変化をiqべた(FIg.13ゝ 1980年を除いて11月中旬に漁集

まが急款に増加してお-り,この時肋こ遡河群の加入があったことを示唆している｡1980年の場合はBZl河群の加

入tが少なかったものと考えられる｡したがって,少TL:くとも最近の8年間に帥する限り遡河移動の盛期は11月

以後にあったものと推察される｡またこれ以抑こついても.)966年以後の網走市水産統計に示されている月別

漁集まから.やはり11月以後の加入が示唆された｡

2 生者第二年目以後の移動
本調査括黒から生活第二年月以後にもワカサギは牡鹿及び遡河移動をすることが判明LTb また年齢 1年以上

とされた魚の一部lこ110年魚の体長葡関の中でも小卦こ相当する体長を示すものも存在したが.これはすべて)

年魚であり2,3年魚にはみられなかった｡また2.3年魚はいずれも1年魚の体長軽軌こ含まれてい払

このような小型の魚は,浜田(1953)が指摘しlL 生活弗-年目に降海LIL:い群から蘇生している可能性が示

壊される｡一方.小体(1936),雨宮ら(1940)は柳沼によっては夏幹なt'の蛸 が形成されることもある

と報告しているoLたがって,網走湖でも一部のものlこ夏■あるいは生活条件の変化と的連した砂特の形成があ

り.これを年輪と判断した可能性も否定出来ない｡今後湖内に分布するワカサギを含めた年l仇 生長の上り詳し

い調査研究が望まれる｡

い'rれにしても1年魚の移動については明らかであり,そのt='-クは7月と日月もしくは12月であった｡これ

らは同時期の0年魚の移動からみて.それぞ畑 轟及び遡河移動魚と考えられる｡4月にも1年魚が採描された

が､すべて産卵前の成魚であり遡河移動魚と考えられる｡ 5月に採挿された】年魚の多くは産卵後のものであっ

13 これはこの時の移動が壬に隆義移動であり,一都胡河砂t的ijLられることを示している｡したかって1年魚

の陣海移抄i5月から始まっており,調査が爽施されなかった6月にも推競しているものと考えられ.その盛期

は7月よりも早い可脆性もある｡

生活第三年El以按の移掛こついては,2,3年魚の軒料が限られ またと適したARfEEの問題もあり.詐鰍 1不

明である0

3 頼走潮産ワカサギの生活史
浜tn(1953)は網走湖藍ワカサギの年齢と体長を凋べ.海から遡上するか1同一年齢の湖内浅留魚.[りも大

型であることを指摘すると共kこ,一生砕海しない湖中妓留群と生活第-年EIに陸海 ･32g河し,その後は朝に留ま

る群の存在を示唆している｡

本棚 柴では.生活邦二年Elにも降海及び題河移動がみられた｡生活弗二年Elに拝島するワカサギは.当焦

生活第一年日に陣海 遡河した群か.耕内に留まった帯から虎生したものであろう｡また,同じく前二年Elに遡

河するワカサギは,その年に陣海した群れ 前年すTLわち生活前一年EIrこ降海し.生活第二年EIまで海に留まっ

ていた群から派生したものであろう｡lIL4月の遡河移動か成熟魚に限られるとしたら.この時朋の未荻熟魚は

遡河せず更に海に留まる可能性もあり.恐らくこの魚はその年の秋か豊科 こJiF-.((lとして遡河するものと考えら

れるからである｡

浜田(1953)が示唆した掛こ.上述の考察結果から導かれる群を加えて並埋すると.本棚産ワカサギにはそ
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の生活史から以下に示す5つの群が示唆される｡1)一生件轟しない｡2)生活第-年Elに隆起 ･遡河しこ年目

に-1降海LfJ:い｡3)生活第-年Bに引続き二年目にも降海 .遡河する｡4)生活第-年日に降海し,二年EIに

遡河する｡ 5)生活第一年目には触 せず,二年Elに降海 遡河する｡

これらの群及び生活第三年EI以後の生活史に関する詐称ltJ:お不明であるが,この上うな生活史の相違は,浜

tIl(1953)が指摘したように,その年齢 生長あるいは&用に現れるものと考えられる｡したがって,今後こ

の点についての詳しい検討が望まれる｡

次にこの上うな移動生態の異fL:る群の派生する故構,特に遡河回遊群と湖内残留掛こついて若干考察を加える｡

サケ マス掛こおける遡河回遊型と汲水浅髄 の分岐には,生長と性成熟が密接に的連している(久保 1980,

金EZlらJ984,宇簾 )981)｡また,遡何回造型は銀毛化変腰に上って形態変化を生じ,海水抵抗性も特に義

士るなど,降海移掛こ先立ち形態汎 生理的特融 q灸水残留型との用達を生じている(fh R J976)O

ワカサギの場合.牲成熟との関連は弱いと考えられる｡それは0年魚の降泰時には全て未成熟であり.さらに

遡河魚には成熟 未成熟魚のいずれもみられるからである｡また.ワカサギの海水抵抗性はふ化直後から比較的

高く.それ以後の成長段階でも大きfL変化はないようであり(高野 私信).遡河回遊群と湖内残留群の問にも

大きな用達は無いと考えられるO

このようにワカサギの畿合,サケ･7ス煩でみられる⊥うな触 製と残留塾の形態的,生理的用達は現状では

認められず,あっても大きなものではないと考えられる｡したがって,両群の分岐はこれに先立つ形態的,生理

的分岐に上って,決定付けられているのではない可能性が融 ､と考えられる｡

0年仇の晦 移動は後期仔魚から稚魚への移行期から始まり.まもなく盛期を迎えた｡また陸海移動初期及び

鹿期の陸海魚は,同時卿こ湖内に分布する0年魚の中でも,比較的生育の進んだものであっし これらは,降海

移動が生育に伴う生活の変化と関連していること,また,生育速度の相違によって,より早く推魚肋こ移行を始

めたものが絶海し.遅れたものが湖内に残留すると言ったBtl係を示唆しているかも知れないO

この点の検討を含めて,降海期とその前後の網走湖内及び河川におけるワカサギの生態学的調査研究が望まれ

る｡

要 約

)981年6月から1984年11月の期間に.網走湖の洗出河JLLでワカサギの移動時期と移動魚の体長阻成,年齢

及び生殖巣などを調べ,以下の結果を得た｡

1 0年魚の絶海移動時期は7-日月,遡河移柳 春期Illα-12月と翌年の4月であるo降海移動は開始後短期

間で盛期をむかえ.その後徐々にあるいは急速に狭少して9月以後はごく小規模となる｡鵬 盛期は年によって

若干異なるが,主に8月上旬{･ある,遡河移動の盛1恥1年に上って異なるが.H～12月である｡

2 0年魚の陸棚 は仔魚から推魚への移行時期と対応している.この時期の絶海魚は湖内に分布するもの

1り比較的生育b't進んでいる｡

3 年鵬 1年以上のワカサギの移動の挽操は0年魚に比べて小さい｡その降海移動時期ほ5-9凡 遡河移動

時期は10-)2月と4-5月である｡絶海盛期は7凡 遡河盛J掛ま11月である｡

4 本湖産ワカサギにその生活史から次の5つの辞を示唆した｡ 1)一生降海しない｡2)生活第-年長日こ杜

海 並河し.二年日には略 しTj:い｡ 3)生活第-年EIに引琵き二年目にも降瓦 遡河する｡ 4)生活串一年EI

に降姦し.二年EIに遡河する0 5)坐括弟-年日に(鵬 せず,二年日に降轟 ･逝河する｡
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能取湖における海洋条件の季節変化

蔵 田 護 ･ 西 浜 雄 二
(北海道立網走水産試験幼)

Seasonalchangeofthehydrographic

conditioninLakeNotoro,Hokkaido.

Mamoru KURATA and YujINtsTlIHAMA

HokkaldoAbashm FJShenesEjFL)erlmenLGLSLaLJOn,
AbashlTl.Jlokka7do099-31,Ja♪LZTF

Seasonalchangesoftemperature,sallnLty,transparency,nutrlentS.andchlorophyu-awere

lnVeStlgatedatthedeepestpartofLakeNotorofrom December1984toMay1986 TheresuLts

aresummarlZedasfollows.

1. Watertemperaturerangedfrom -15℃ to21.4℃.Theseasurfacewasfrozen,from

thebeglnnlngOfJanuarytothemlddleoEAprll.

2 SallnltybelowlOmdepthrangedfrom314to335.TheWatersfrom theSoyaWarrTl

current(hlghsat)nlty)enteredlntOthelakelnMayandreTrujAedtinOdober.InNovember,

thewatersfrom theEastSakhalenColdCurrent()Owsalinlty)eTrLeT-edhltOthehke.

3 NutrLentSbelowsea)celnJanuary-MarchwereveryrldLTLEt me乱I VdLJeS(Ert血 Oto

15m depths)oLphosphate-P,sLLICate-S),amrnonium-NarLdnitrate-N yert1-I.19.0,LlJ and

96FL富-at/C,respect.Vely.lnAprllaftersealeemelted,themeanvaluesoEnutrkETbdecrmSd
lntOlessthan02FLg-atP/C,40F･g-at.Sl/C,02F･g-at.N/e(ammonlum)andO･4F･g-at･N/e
(nltrate).respecllVely,whentheconcentrat一OnOEchlorophyLトareacLledthepeak.NltrOgen

sourcewasconslderedtobeallrnltlngfactorn thesprlngPhytoplanktonbloom.

4 Themax■mumchlorophyLトawas14-16F･g/C1nAprll,lmmedlate)yaftertheleemelted.
5 NutrlentSexceptllitratewererlChlnthebottom layerfrom JunetoAugust.andthe

ChLorophyl1-a)eyelwas1-3F･g/enearthesurfacelayerinsummer.

能取掛1周囲31km,面併59km2の.ほI蛸 円形の湖であり.北側の怖200mの水路を経てオホーンク海に

開いている｡この畑 (捌口)はIW4年に永久潮Jj,こなったものであり.以前は,冬の間,漂砂によって開銀さ

れていた｡永久湖口の完虎以年,桝 水性が薄れ外海水の特徴が髄くなったことに伴って.ホタテガイの生産

が飛樋対に増加した｡掛こ.瑚 鎖対穿免条件がl巧怒度のホタテガイ浮遊幼生を擁することになr).縫取淋 ま,

サpマ湖とともに.ホタテガイ倭苗生産基地として塊斐な役割を担うに至っている｡

ホクテガイの成長は植物プラ'/クトソ,あるいはデ トライタスに依存しているので,低次生産に関する海洋条

件を杷鍵することは.ホタテガイの生産にとって呈出をである｡

報文番号 A141(1987年 1月30El受理)
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Fig.1.MapshowlnglocatLOnOILakeNotoroandsampllngStatlOn
(closedcircle)lnthepresentlnVeStLgatlOnDotted))ne

)ndlCateSbathymetrylnmeters.

永久湖口完成後の能取掛こおける海洋条件については,菊地 (1978)がCODと発着塩析の季節変化につい

て,沢崎 野沢 (1985)が水質鞘 について報告しているが,クpPフィ′レa妙こついては測定しておらず,

また海洋粂件の季節的変化に関しても斬片的な知見に朝まっている｡

輩者らは,1984年12月から1986年5月まで,水温 齢 透明度 栄着塩類 クppフィルa量の季節変

化を謁覆したので,ここに報岱する｡

本文に先立ち.現幼掬掛こご協力いただいた西網走軌楽脇同組合に感謝申し上げる｡

調 査 方 法

1384年 12月から1986年5月まで月2回腐度,能取搬 深部 (Flg 1)の深度0,2,5,10.15m.お

よび氏から1m上(約21m )の各層からノミソド-/塑採水器で採水し,水温 塩分 リ/醍態リン ケイ酸態

ケイ来 7'/そこ7態窒素･硝酸態窒素(亜硝酸態窒素を含む)･クロロフィルa竜を測定した｡ただし,発禁塩薪につい

ては.1985年だけ洲定しわ 塩分の測定,qまAuto-Labサ.)ノメーターを用いたっ計井方法はUnescoの式(海上

陳安庁水路駒 洋野料七ー/クー1983)に従ったO託水2-4LをワットマノGF/Cフィルターで油過し,そ

の浦液および漣杜を凍結保存した後,それぞれ栄養塩弗およびクロPフィルa丑の分析に供したO柴輩塩析の分

掛 こ は.日本テクニコソ製オート7ナライザーⅡ型を用いた｡クpロフィルa鬼の分析にはEl立 124塾分光光度計

を用いた.計井方法llSCOR-Unescoの式(日本海幹学会 1979)に従った｡
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結 果 と 考 察

1 水 温

水温の季節変化をFlg 2に示した｡能取掛ま1月上旬から4月中旬まで結氷しており,結氷下の水温は表面

から底まで-15℃～0℃であった｡散水後の4月下旬には表面で4℃.氏で】℃であった｡その後井温し,8月

下旬には成層がみられ.表面では 214℃,氏では 167℃であった89月下旬には.表面から庇まで17℃rLな

り,以後急掛こ降湿し,12月上旬にはl℃になった｡

2 塩 分

塩分の季節変化をFlg 3に示しfLL, 1985年の結氷下の塩分は,表面から庇まで 322前後であった0 4月

下旬にIi,敵氷水および鹿着水の紺 こより,表面近くの塩分は315になっlL,塩分は5月上旬に急に高くな

り始め,6月中旬には10m以潔で 334にTL:つ/ふ このことは宗谷暖流系水の流入によるものである(=IlrrEEl

1975).その後10月まで332-335であった｡塩分は11月に急激に低くなり,下旬には全層 320になっ

lL,このことはrR樺太寒流系水(7℃以下,320以 F)の沈入によるものである(藤井 ･佐# 1979)｡なお,

塩分は結氷下の2月～3月に緩やかに高くなり始めた.
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3 透 明 度
透明度の季節変化をFlg 4に示した｡透明齢11月下旬の銘水下で115mであった｡4月下旬には年間最低

値3Irnになった｡5月上旬には年間最高値&9mになった｡その後5月下旬に一時40mと低くなった以外は,

9月まで6m前後で推移した｡10月には再び42mと低くTL:り,12月には55rnになった｡透明度の変化は,5

月下旬の場合を除いて,タロPフィルa丑の変化と1く一丁致し/ら

4.栄 暮 せ 頼
り'/鵬 リ'/･ケイ酸闇ケイ紫 ･7ソそこ7懇望東 成慨 怨 の季節変化をFlgS.5-8に示した｡

リノ欣憤り/は3月に11/▲g-at/i (0-15m5kの平棚 ){･あった｡その鍬1狭少して10m以洩~qま.

4月下旬に0.2/▲g-at/L以下になり.10月下旬まで説き.11月に全局で増加し始めた｡底では,8月下旬に

40/▲g-at/L以上であり,康めて砿かった(Flg 5)0

ケイ頼愚ケイ掛1,3月に19JLg-at/I(0-15rn5骨の平樹簡)であったが,4月下旬には4JLg-aL/i

になった05月から9月まで10m以砂上10JLg-aI/L以下で推移した｡-A-,底では6月に25JLg-at.々 以
上 8月に40JJg-at/L以出こなり.庫めて砥かった｡10月上竹こ11表面から底まで10JLg-aI//七 以上とtL:

り.12月には18-20/▲g-at/Lになった(Flg 6)｡

7/そこ7懇望頚は.3月に47JLg-aL/i(0-15.n5居の平均値)であったが,4月下旬には02F･g-

aI/Lに狭少しも 4月下旬以降11月上旬まで15m以浅111JLg-aI/L以下であった｡ 一方.氏では6月rこ

4JLg-at/i.8月に8J･g-at/Cであり,捷めて高かった｡12月には.表面から氏まで2JLg-at/L 以

上になった(Flg.7)｡

轍 11.3月に96J▲g-at/i(0-15m5居の平均値)であったが.4月下旬には04JLg-at/i

に減少した｡4月下旬から10月中旬までほぼ05JLg-at/LICR移した｡ 11月上旬には,表面から氏 まで 1

jLg-at/L以上になり,12月には4/･g-at/Lに増加した(Flg.8)｡

5 クロロフィルat

クpl'フィルaJtの手筋変化をFlg･9に示した｡クロロフィルaかま,3月上旬には表面から氏までIJLg

/L以下であったが.散水後の4月下旬に11年ポ娘 高価143JLg/I(0-15m5居の平均値,1985年)に遺し

た01986年4月下旬に11156J̀g/Lであった｡クロロフィルaJL115月上旬には急ak,こ狭少した｡その後.

9月まで 15m以淡では1-3J▲g/Lであった｡15m以潔のクppフィルa_JLri,5月～9月まで2-10′･g

/Lであった｡この期間中の最高値は8月2日にみられ 7ェオフィチソ含和事Il氏{･i1320%,0-10m

居平均で37･9%であった｡ 10月には10TTl以決で4-5JLg/Lの絶大値がみられた｡その後再び狭少し,12

月には全席約1LLg/Lになっfc.,
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各柴発生軌1.1-3月に表面から丘まで高鼓度であったが,4月下旬に111/5-1/27に減少した｡ ク

I,pフィルa盈(0-15m51さの平均値 )が.02J▲g/Lであった3月上旬(3月6日).および年間最高値

143/▲g/Lを示した4月下旬(4月24日)の,P.NとSlの0-15m5層の平均濃度(jig-aL/i)はそ

れぞれ 1ll,143と190.および016,057と41であった｡そこで49日間の各栄糞塩の減少割合か

ら各条輩塩が枯渇するまでの残りの日教を促 すると,I)-/I18日.豊熟12El,ケイ窯は13Elと11:る｡このこ

とから一堂寮が牡物プラソクトノの大増殖の制限要田になっていることが推察される｡また,窒薫の残生が少tJ:か

ったことから,4月24日の現生Elは植物プラ-/クト'/が大増殖した最盛期にほぼ一女しているといえる.

栄蛮塩薪は6月と8月の皮層で高濃度に蓄蔚されていた｡ただし.硝酸態望索は低汲度であったっ菊地(1979)

紘,サpマ掛こおいて8月に鹿骨(17m)で7-/-tニ7態軍票が5j▲g-aL/Lと高札度に蓄横しており,那

として100%の7L/そこ7型を示していたこと,およびこの時期に溶存触 且が著しく低下していたことを報告

している｡また沢崎 ･野沢 (1985)ll.能取掛こおいて8月に氏居で巣輩塩類が音節していたことと.偲鞍窯

状態であったことを報告している｡夏句かこおける氏層での発着塩類(槻 態堅実を除く)の事柄と低軒 状態は

両耕こ共通した現象であると思われる｡このことは,湖金が糊口より珊いために,最深部の水塊が1時停滞する

ことに上るのであろう｡夏期には氏付近の水温が高くなるので.氏泥の石像物D分解が進み.紫衣塩が4度され

るとともに.溶榊軟紫が減少することにfL:る｡

TJLb】eI.TheseasonalrelatLOnSbetweenamountofnltrOgenandchlorophyll-alnthe

surLace)ayer+atfourdlfEerenLareasaroundHokkaldo

Wlnter Spring Summer

PLLgr_oag.e/n;; Chin,rgDP2y)■トa どLtgr_oagte/n;; ChioI.oJ'1..)I~&

FLJnkanay

SuLtuI)ay

lshlkarlBay

LakeNoLoro

NIShlhamaetaL.1976

N15hihama)982

～ Aャe,agevaluesln0-Ism watercolumnwascaktllatedbythepresentworkers

++AmrnonLUm,nlLrlteandnltrate-N)TICluded
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夏1抄こ.鹿骨でクロロフィルaJtが多いことがあった｡氏居での7,EオフィチL/含有率が10m以決と同様であ

ったことから,表面近くで増えた植物プラソクト･/が沈殴したの~nまtL:く,氏骨の栄養塩を利用して.柄物ブラ

ソクトソが増殖していたことがうかがわれる｡本縄壷では水中照度を淋主しなかった｡しかし.逮明度が6-7

mであったことから,良近くまで生産居であったと推察される｡

科こ珪藻 軒の.棚 柾が起こることは良く知られている現象であるOこのことに1いて栄養塩類とクppフィル

a最の季節変化が鞘べられたPLt火汚,寿都湾,石村帝の朝食と,能取湖の船倉を以下に比較検討する｡

これらの海域では.11月～12月以降,水温の低下に伴う鉛直混合によって深居の柴兼塩熱が表面近くに運は'

れるOその時期には織物プラソクトL/の増殖が低い状軌 ので,柴架塩原は次執 こ蓄辞され.春先または琳伽こ

他物プラ/クトソのt増殖が始まる直前に年間児応値に藩する(Table ).冬瓜の電束 )｡その後.刷物プラ

ノタトンが増え始める｡この側 は以前に蓄研されていた栄養塩類を消鎗し尽すまで続き,やがてクロ.,7ィ,L,

a■:が年間最高値に連する(Table1.春期のクpp7.1/L,a量 )o

Tablelの4海掛 こおける.冬期の窒素の存在生(三懇望宗)に対すろBのクppフィルa丑の比をみると,

呪火朽10.寿和琴09.石柵 lI.触 糊).Oであり,はは'似かよった値である｡このこと11窒まのJLが他

物プラL/クトンの犬上抄紙の丘応態を規制する要田であることを尊く示唆している｡

秋 期の春の大増棚 Dタpp7一ルa且Ii.屯火再の取合よりも多く.寿桝 や石狩湾よりも3-4倍多い｡

クppフィルa丑が年間鵬 値を示す時期とそ叫 の水温li.耽火再:2月-3fl.～-3℃;寿都再 .4月,

6-8℃ ;石柵 4月上旬.6℃ ;能取湖 4月下旬.3-4℃である｡このように人増耗期の水温I上海掛こ

上って耗tJ:る｡大増額の噂伽 '.海尉こよって炎なることは.それぞれの海域で鼓低水温から上井rl向かう頃に,

また11表勧 't低塩分になる- そのことによって鮮紅己混合が停止する- 時に,地物プラノクトソの増肋 '･始ま

ると考えることで説明がつく.能取湖の助合は,散水にJ:る光盤のJfHnも大増殖LH始の輿故rこなっているであろ

う｡

次に.夏期の襲来の存在畳tL_クE7.,7 1,L,a畳との関係を他の海域と比較する(Table I.題JEi】)O夏恥こ

紘,水温が高く,皮膚しているので.組物プラ/クトノの増額が活発である｡夏掛こ測定される滋居の発禁塩見

は植物プラー/クトノに上って消焚きれつつある条件下での値である｡従って.夏期における海域の低次生産を比

較する場合には紫衣梅丘よりもクロP7.1ルa免に廿日することが適当であろう｡

能牧神の0-15m居の夏期のタロロフィ,L,a免はほぼ23J･g/乙であり.噴火湾の2倍,寿蹄 や13-付帯の4

倍である｡このことは.腹板湖の珪居では6-8nに仔執拘D分解が涌先であり.湖が技いために.時化や,あ

クFZP7.(ルa免rl紙物プラ/クトソの現仔且を夜映するとともに その海域の低次生産を点す窄ぷなOで.

ホタテガイ漁坊の桝界境を表す亜要な指標である.タロt,7ィ′LaF正の事柄饗化から入た能取湖の特徴は.PI火

湾や寿都帝に比べて.夏期のクロロフィルal蓮がl....)いことである｡

要 約

1984年12月から1986年5月まで.触 湖Am･部において海洋条件の季節変化を網走した0

1 水温11-15℃-214℃であ り,料はlJH-_1Llから4月中旬まで結氷した｡8月下旬に攻層していた,

2 10m以探の塩分は,314-335であっナら 5Jlh句から宗谷睦沢系水の影野を受け始め.11月Ftl)に

東樺太寒沈系水に入れ摩った｡

3 1月～3月には栄兼垢熊は砧浪度であり.[)ソ酸態')I/.ケイ!鑑態ナイ紫.7L/そこ7態窒素.および桶

欣懸襲来の冬期間に淑ナる0-15rn5居の平均軌&11それぞれ日 .190.47お1ぴ96JLg/Lであ･'13
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これらの紫隻脚 はタt,P7ィ′レaJLが年間最高値(0-15m5号の平均依143JZg/I )に連した4月下旬

rこ急汝に凍少した｡

4 生来が春の組物プラソクトソの大増殖の制限要田になっていると考えられた.

5 柴蛮垢帆1,6月～8月には鹿骨で棚 であった○この時に.クpF,フィルaJLri氏官で稲かった0

6 6月～8月の0-15m居のクpPフィルa丑は1-3J･g/Lであり.他の海齢こ比べて向5､つた一
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野付清水ッカイエどの成長に伴う分布と密度の変化

水 島 敏 博

(北海… 培政策縫合センター)

Changesofdistributionandpopulationdensity
ofPandaluskessleriCzERNlAVSKY

inNotsukeBay,Hokkaido.

ToshihlrO MIZUSHIM▲

Jlo仙a]dolnsLJLJLIeo′MqTIEJJLI〟′E.
SAzkobe,Flo仙QldoO41-JA JoJIDn

ThedlStr)but)on.movement,andpopulat)ondens)tyohhegrassshrLrnP,Pandat〟skessterI

CzERN)AVSJ(Y.WaslnVeStlgatedlnNotsukeBay.acoveontheeasterncoastofHokkaldo.froTrl

1977to1980 ThlSShr】rnpwasrestrlCtedlndlStrlbutLOntOtheZosLerobeltthroughouttheyear,

butmovementwlthlLgrowthwasobseryed Youngswerethemostabundant)nthelnnerPart

ofthebay,andextendedthelrdlStrlbut10nlnthewholeareawiththelrgrowth

ThedensLt)eSOH ･and2-yearoldshrlmPSWere,reSPeCtlYely,thehlghestlntheLnnerPart

ofthebaylnthesprlng TheygraduallyconcentratedlnthecerLtralpartofthebaylllthe

surnr71er,anddlSPerSedtothewholeareabeforetheLrWlnteT･Lng 3-year-oldfernalesappeartO

noyeLnShoreinthehatchtngseason_Thepopulat)ondensltySharplydecreasedm 16months

afterhatchlng.OWlng10thellShLngCatcheslnthebay.

は じ め に
1.2)

｢枚に魚静 i発育に伴って生活場所や餌生物をかえ,領集と巧みに対応しTL:がら生活しているといわれており.

甲故掛こおいても同様のことが考えられる｡
3--6)

若者は前報 で,]蛾 苅東部の野付帝に生息し.雄性先熟の雌 同体種であるホ,カイエtl'の成長と一雄の

苑育段階の分布状況を報告した｡しかし,本唖の全生活史を通じての分布生掛 こついてはまだ明らかになってい

ないOホ,カイエビが.いつ,どこに,どのような状態で分布するかを明らかにすることは,効率的な独英生産

を行う上で.さらにまた,ホ,カイエビ個体群の動1mを把握する上でも7ri要である｡そこで.1977年苑生群に

ついて,樗全域での成良に伴う分布状況と冊庇の変化に的する調査を行ったので報告する｡

なお.木調丑を進めるにあたりご協力をいただいた野付軌業協同魁合,戸EE倍屯抱合長を始め指萄珊 flの各

位,根茎北親水産技術書及拍車所,別海町商工水産課の関係各位に深謝する.さらに,調査船の練熟 こ殿し.終

始おLLr詔をいただいた小崎友鹿氏に厚く感謝の意を讃する｡

報文番号 A142(1987年 1月30日受理)
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調査場所と調査方法

Fig.1.SampllngStat10nSlnNotsukeBay

野付湾は北海道架部の根室海峡に位直する内湾であり(F1g.1),日本でも有数の77モ場を形成している｡

ホッカイェどの分析iこのアマモ掛こはは限定されている｡

本調査は 1977年から1980年にかけ.毎年5,9.11月に突施し(1977年は 7月を含み.1980年は 5月

のみ),1977科 i湾内の77モ畿内の28定点,1978年からは36-38定点において.ホッカイエt='(以T,エ

ビと称する)の分布状態を調査した.関数ま一般のエビ操業船と同じ打頗網(網目10軌 網Ijの幅約5m)を用

い,各定点を各々100m曳肘する方法で行っlL 採集したエビについては体凝,体重を測定し,性別を第1およ

び第2腹肢内肢の2次性徴により判別したoなお,以後 J? _ B C D E

文中で述べるエビの体伽 平均体長を示すこととする. 且 n2

1977年の5月および7月には,幼生の採集のため,

⑳A型ネァト(口径45cm.網目GG28)を用い.打巌網

と同じ定点で中骨から氏層において100mの水平曳を行

った｡採兆したサ/ブルを直ちに10%･+･′レマリソ海水で

固定した後乗除童に持ち帰り.株の同定と税別の個体数

を計数Lb また,粥査鼠点の皮層水温を花気水温計に

より測定した｡なお.各定点の水深は1-2mのところ

が大半であり.3mを適えることはなかった｡

上述の調査とは別に.1982年の6,8.10月に汚奥

文部の裸島周辺で.汀線付近から300m沖合の潮切に至

る足線A上に,50m間隔で設定した4定点(B～E)に

おいて,そりネット(網ロIm.高さ05m)pu る20

･rlの定見曳を行った(FIE2)｡

＼ .

B C D E F'8事rw■y

Fig.2,PosltLOnOfsampllngs)tesand

watertemperatureonthellne

Am HadakaJlma



結

1 沸内の水温の変化

1977年の湾口部(SL36),湾中央帯(St

20),および汚臭部(St23)の3水域におけ

る水温の季節変化をFtg 3(こ示 した｡野L･偶

では12月に湾奥の沿岸親からht氷が始まり.3

月中～下旬に荷口部から解氷が進む｡解氷が終

る4月中旬から5月上佃までは汚L:1側で水温が

高い較向を示し,その後5月中一下旬にかけて

湾口と汚臭の水温は逆転し.汚臭側が芹もくなっ

た｡6月下旬から7月にかけ.姐 の上昇に伴
って湾内の水温も高くなり,7~7･モがま鞭に生

育し,海水の泳動の少ない汚臭の7-8月には

25-26℃になり.外海水の紺 を強く受ける

湾口部に比べて6℃も高かっ1ら なお.汚中央

部の水温は両者の欄 値を示した｡9月中～ド
旬にかけては,水成'ulの水温差はなくなるが.

10-11月には逆転して朽ロの方が帝奥より高

くなった｡

2 ホ ッカイエどの成長と漁期
1977年発生群の調査時淑別の体長

組成をFlg 4に示したoこれをもと

に.1980年までの成長と性格変化な

らびに漁期をFlg 5に示した｡

野付湾での本鶴の軌跡1夏漁(6月
上旬から8月上旬 )と秋ぬく9月中旬

から11月上旬 )との21秒こ分かれてい

る｡野付漁協{･はエビの曲集体長を&2

cI以上に脚 しているので,生後 1年

半を捉1=柵 の10月頃から政孝の対

象となる｡

3 ホ ッカイエどの分布の季節
変化

l)当歳群の分JI7

1977年5月下旬のふLL'.卿の鋭く雌)

とふ出面後の幼生の分和むFlg 6に

示したO前報3)で明らかにしたように,

双エビは河川水の榊 を受け,低塩分

となっている再北部の一部を挽き,市

全域に分布していた｡そのなかで.局

密度域は汚臭東部の拙雌 に燃 され.

(
色

oJn一tN
adLU｡一
.a
一■

JVt
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果

～.

L-i,# ′̀ bS h.A
｡__｡Inne'･partofbay ～.(St･23)
･-･C.nt,AlprtoftH yI(St･20)
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Fig.31 Monthlychangesofwatertemperature
LnNoLsukeBay,1977
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lO101011012f
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Fig.4. FrequencydlStrLbutlonolbodylengthof

PandoLJJSkessLerJinNotsukeBayfrom
May1977loNovember1979
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Fig.6. Dlstrlbut10nOHernaleparentsandlarvae

ofPQ〝dal〟sAessLe,=nMay1977

帝中央部の野付潮切胤む城は低密度であった｡

幼生の分布は親エビの水平分布および分布且をほは反映し.港央東部で応総皮となっていた.

生後2カ月の7月の稚エビは体長20-25TnmにTL:り.分布はふ出幼生時と大きく変っていない(Flg 7)｡



Fig･7.Distrlbut)OnoL0yeargroupofPondalus
kessLen ln1977.

NumberlnparenSISShowsagesofmonth.

9月のfr棚 による開窓では.ェどの体技はまだ小型であるため,網EIから逸脱する個体も多く.採姓尾教は

少ない050尾以上/曳網の定点は湾奥や港北の-鰍こ限られ.これまで低照度であった汚中央部の漸切周辺域に

も多く分和していた｡生後6カ月の11月には50尾以上/曳網の定点がtほぼ湾全域に虹がった｡

2) 1歳群の分布

結氷下で越冬した生後 12カ月の1978年5月の未成熟群は体長60-65mm(一部性転換群で75-80rrm)

になるが.まだ熟覧サイズには連しないOこの時期.湾奥沿岸部で100尾以上/曳網の高密度域が形成された

(Flg 8)o

生後 16カ月(同年 9月)には70-75mmの堆群になり.雌との交尾期にもあたり,湾北部や二所島周辺から

湾口鵬 ;が高密度となった.このとき,前年に生まれた雌群との性比(雌 雄)は1 58であり5),姓の個体
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Fig･SlDIStrlbutlOnOf1yeargroupoEPQndaLus
Aesslerlln1978

数がはるかに多いの11.推性先熱の雌雄同体唖である本棟の特徴を示すものである｡

生後18カ月の日月Iul体長が80-85TTnlになり,10月以後は漁獲サイズに達するものが多 くなるた砂舵LB:lま

低下しb そのなかで150尾以上/曳網の定点は,禁漁区で漁獲の影響を受けない裸島周辺(St23,24)に典申

し,二所由から野付潮切周辺域には 100-150尾/曳網から50-loo尼/曳網の定点が多くみられナも なお,

これ まで禽度の高かった汚輿沿F詩部と汚北馳 土低照度となり.9月の分布と大きく変化しナム

3)2歳群の分布

生後24カ月(1979年5月 )は性転換群で,40尾以上/曳紅 )定点は湾奥東部の棟島や屯神湾からノテ,トに

かけた沿梓部に多い(F1g 9)a Lかし.越冬前に密度の高かった二所島から野付潮軌I月辺域は40格以下/曳
網となり.密度は低下した｡

生後28カ月(同年9月 )にIl雌群となり,体長1195-100TTm に透した｡この時期は産卵X)如 よび抱卵期にあ
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たるOこの相 場 漁の主群であったため,観変は5月の約 L(2に低下 し,40尾以上/曳網の定点は穣めて少な

かった｡20尾以上/曳網の'9度域は湾口東部から野付潮切,二所島からオノニクリにかけた地域.さらに汚｣ヒ郡

の汚奥側に形成された｡

越冬前(同年11月)の雌では,柵 による減耗と低温rこよる採集効率の低下のため,9月のyr 1/3の密度

に低下した定点が多い｡10鳥以上/曳網の密度域は湾口,蒋北乱 轄奥東部に形成された｡

4) 3歳群の分布

生後36カ月の1980年 5月のふ出糊における雌の20尾以上/曳網の高密度域は,汚奥窯跡 こ堆申し,掛 コ東部

から汚中央部には10-20尾/曳網の定点が多かった｡なお,越冬前には高密度であった汚北部や湾口西部の密

度は低下した○

Fig.9.DIStrlbutl0nOL2-and3-yeargrouF)SOfPandaI〟skessterlln1979and1980

4. 湾東沿岸部と湾中央瀬切部 との密度の比較
ホッカイェどの成位や時期の違いによる湾東軌鞍部と湾中央部の野付湖切周辺部とのFL;)の移動の有無を杷舶す

るため.間接的な手法ではあるが.両域の10定点の-曳当り平均採集尾数およびtFir,三部に対する湖列脱辺部の襟

度比をFlg lOに示した｡

当歳群の5月と7月における両域の密度比比 01前後で｢桁〉1主部の照度が極め てr朗 ､つた｡そEI)級,9月なら

びに11月にかけては.潮的側の船艦が上ったため照度比は小さくなったo l範肝の5月には再び榔 ;三部の衝度が

は小さくIL:つ払

2抑 )沿岸部の概 は5月から日月にかけ急激に低~トした｡:D.潮切11.1辺瓢は沿岸部ほどでは1j:いOこの

ため両域の密度比I埴 時的に小さくなった｡ これb雨域の外年純群V)衝窒化の季節変化かり克て.樗史沿岸部か

ら潮97周辺域-の移動が推測されるo
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5 裸島定さにおける分布の季節変化

汚内におけるホッカイエtfの季節的な移動の失態をさらに詳しく把捉するため.扶鳥l菰辺の定浪^上の4定点

における各年扱群別の襟度の射 ヒセFlg llに示したO

それに上ると,6月の各年抜群のエビは.掛 側に風脚'･''j lく.とくに当歳群と3歳蹄こ顕著であっ1.i,とこ

ろが鵡温となる8月の1謙群と2歳群は過に瀬切伽で鵡密度となった｡10月では各年欣群とも化は一等密度的lL分
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科こかわっていた｡これらの縫巣は,季掛こよりエビが移動することを示唆しているといえよう｡

6. 成長に伴 う-,If全域での密度の変化

1977年9月から1980年5月までのエビの成長に伴う触 変化の指標として,fT棚 による28-38定点での

-曳当り平均操典尾数の変化をFlg.12に示した.前述のように,生後4カ月の1977年9月~口ま採JJi効率が低

いため,平均405凪/曳網であり,1978年5月Iこ最高の1039尾/虫網を示した｡それ以鍬ま漸次低下して

1978年9月には952尾/曳網となった｡1979年5月は411尾/曳網,同年9月には239尾/曳鰍 こ低下

し.前年9月の約25%の水車となった,.1980年5月は179尾/曳網{･あり.これを1977年の同一定点(28

定点 )での密度と比較すると1977年の17倍であった｡

＼./
19打 1978 1979 1980
S.1,INoyMLy5.■tN.V～+IS●I'tNoYM+r

0 4 6 12 161821283036(Ag●■of.TIO)

Figl12lChangesofmeandensltyOfPandalvs

kessLe''lnNotsukeBayFromSeptembe,
1977toMay1980

考 察

苑ah7)は藻掛 こtPJ現する動物を,滞在期軌 発育段晩 藻場との結びつきなどから周年定住唖,郷 定住唖,

--1時来遊BG,偶米唖の4つのカテゴリ-に区分しているQ

野付帝のホ,カイエt='ほ今回ED硝杏で明らかなように,周年さらにはその生活史を通じて湾内のアマモ擬で採

躯されており.しかも全ての発Jfi-捌噂のものが.同一場所に同寺に分布するという特性をもっているDところで.

久保8)-ま.野付湾のユt･,こは,蜘こkっけェt･ヽ と称する湾外からの来遊群と汚相 有群との2群があると縦告

している｡しかしながら.今回の分布調査や最近の漁業者からの聞き取りを含め.ここ10年間の期間一口王来遊群

が確認されていない.一九 汚内から汚外-逸赦す別科こついてもその有無は今のところ明らかではない.した

がって,汚内外の移出入があるか否かのr..FJ掛 ままだ解明されていないが,今回の生活史の-サイクルを通じての

水平分布や密度変化 さらに後述する軒雌による減耗を々膿に入れると,本健の王たる群は周年湾内の藻場で生

活すると思われ.菊池のいうJ邸F定住機と考えてよいであろう｡

次に,本棟の各発育段階庵の分布特伯をみると,ふ出幼生の分布はその時期の親エビの分布域とほは一致して

いる｡また,幼坐の,9度と77を密度とにlま了Eの相関がみちh9),矧竹 は流況が肋 ､な湾奥の沿岸部に高密度
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城が形成されている3)○生後4カ月の9月になると.帝奥から汚全域へと分和域が拡大し,掛こ越冬前KJまその

鮫向が著しくなる｡

1叢の春の未成熟群は汚臭での密度が高く,雄として機能する交尾期(9月 )lこおいても同様である｡しか

し.越冬前には朽全域に分散する｡

性転換群である2謀の掛 こは微 砂こ密度が高く,夏にかけてiR次棚 へ移動すると考えられる｡錐とし

て産卵する9月には再び汚臭部で密度が高くなるがそれほど腐著ではない｡そして越冬前IU土再全壊に分散する｡

ふ出那 5月)の伽 ,越冬前の分相 況からみて氾棚 へ戯 け ると考えられる｡発起o)は本佳幼生が浮遊

生活期を送らずに,他のタラ.(エビ燐の幼生にくらべて発育が進んだ段脚で生まれることは,77モ帯という特

殊fL生癌場所から逸放しないための生癌史上の適応であろうと指摘している｡さらに前述のように,幼生が汚奥

の77その高密度域でふ出することに逸散の危険生を一息軽減することになろう｡また,HECK" による人工海

草を密度別にk設LrC水稚内での藻租性エビ,PLZrQeTnOneteSLIugIOの KlllillSh (Jタカ料の一種 )による

被捕食訊鼓では,海草が高甘皮の場合にだけ捕食圧が低かったとのべている｡前述のホ,カイエビ幼生の密度と

77-t密旋との的係も,札所IL:どの鼓捕食に対する着応とも考えられるが,これは今後の研究にまちたい.
ところで本唖の分布に的与する舞妓要田についての知見は今のところ少ない｡ここでは水温との関係について

ふれてみたしも
ホ,カイェt:'は寒雛 のェどの中でも比較姐 珪水域まで分布の適応範囲を拡げた8Lであるといわれるが.25

12)
Cを唾える高温には軌 ･ようである ｡

野付浄こおいては.解氷後.内湾と外海水との温度差が生じてくる5月中旬に,水温の高い沿岸域にエビ11度

浄すると考えられる｡本港で最も高水温となる8月の蒋全域lこわたるエビの分布のデーターはないが.漁業者か

らの聞き取りでは,そ功時期には沿岸の高水温を避け.海水の沈動が大きく.かつ外海水の桝 を受け相対的に

水温の低い通称 yt-メ"と呼l仇 るアマモ幼と潮9]との境Elに胸中するといわれている.このことは先述の株島

定線にjQ.ける分布状況からも類推される｡すなわち,各年接辞とも沿岸側が商襟度であった6月に対し.沿f糊 g

の水温が24℃近くで.-プが21℃の8月では.相対的に低温となる瀬切触■'摘 密度となっており.ことに1故や2

故の大型エビが1-7'に集中していることが認められた｡その摸水温差抄'.′トさくなる10月にはエt='の世塵基はほと

んどなくなっていた｡この機 動1禁漁区なので.これらエビの缶鹿の孝軒変仙土工t='の移動に1ることが示唆

され さらrここの鰍 水温が作用していることが.ぅかがわれた｡

最後に-ホッカイエt:'の成長に伴う襟度の変化をみると.1977年5月のふ出幼生から漁獲サイズにlL:るL978

年9月の1細粒までの襟度の碗少過程は,打頼嗣の搬 効率の間燭もあり明らかでない｡漁集対象とIJ:る 1歳

雌から,2歳の雌として産卵する1年後の 】979年9月には密皮が25%に低下し.さらに 1980年5月のふ山好め

3蔵雌では19%に低下した｡Tablelには. 1978年夏漁から 1979年柵 までの野付再におけるホ,カイエ

t=-の漁集tな示した｡ 1978年軟漁と1979年夏漁の漁&物中の9割前後は1977年発生群が占める｡また各漁

期の初研幹溌tに対する軌集率ま30-60%前後と推定されている(未発表)｡これ1り.漁獲対象サイズに連
してからの密度の低下は漁獲が主たる要因と考えられる.本幾の焚源郷 は泡臣強度が大きな要田として作用す

るが,この点については後日改めて報告したい｡

T■bLe1,CatchesofPaヵdaLuskessLerJatNotsuke

Bayln1978and1979

1978 1979

Summer Fa)1 Sunlmer Fan

Catches

(ton)
352 332 253 24.1
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要 約

1977年5月から 1980年5月にかけ,]t海道東部野付湾の7マモ帯に生息するホγカイエどの1977年発生

群の分布と密度の変化に附する調査を行い.以下の知見を得た,

1 I+ッカイエビは7マモ掛こ如する周年定住種である0

2 当歳抑 ま,ふ山田後の幼生期には湾奥沿岸部に高密度に分布するが,その後成長に伴い湾全域に分散する｡

3 1歳群は.交尾期の秋には湾奥部に高密度に分布し,越冬前には湾全域に分散する0

4 2歳群は,春の性転換群においてほ湾奥部に高密度に分布し,高温時の夏には湾Ijから湾中央部の潮的周

辺助こJR中すると推測される｡3歳の春の雌群は.湾奥の約岸域-接岸するC,

5 これらホッカイエどの季節的な分布の変化と水温の関係について言及した｡

6 成長に伴うエビの密度は,生後12カ月の104尾/打席網-曳から24カ月後の41尾/曳網,36カ月後の

18尾/曳網へと変化した,生後16カ月以降の勧空の減少は漁獲減耗によると考えられるC
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恵山町におけるチガイソ(Alar/'a

crassifoliaK JELLMAN)の生態

新原 義昭 ･工藤 籍 .大野 孝悦 高谷 成茎

(北海道立推内水産桝 ) (叡山■】設韻 ) (.LC山漁兼協同範合 )

A n ecology of Alariacrassifolia

KJELLMAN at Esan,southern H okkaido.

YoshiaklNIIHARA+1,AtsushiKUDO'2.KouetsuOoNO*2and SelkiTAl(AYA*3

●lHokkc･doWaAkGnDiFISherzesEl♪er一桝entOLSLoL,on.WokkDnal,Hokhaldo097.JopqN
+zEsdnToJtlnOJ.rlCe,Eson.flokka140041一05,JoJIのⅠ

+暮EsonFISherleSCO-OpeTqIIVCAssoclaE[on,Eson,Ho如aldoO4L-05,JaJIon

Growth.maturatlOn,longeyltyanddeF)OpUlatLOnOfthesporophytesofALarJOC,aSSJ/OLJa

KJELt,NAN.COmPetltOrOfusefulLam川arlaSPp.WeT･eStudledatEsan.southerncoastoEHokkaldL).

durlngtheper)odfrom Aprll1983LhroughOctober1985

TheresultsobtalnedaresummerlZedaSfoL)ows.

1 ThemaxlmumlongevLtyOfA crass./oLlowasesLlmatedLobe8yearsoldbycountlng

thenumbero【annualconstr]ctLOnSlnTaChLSandlayersoIhapteT-aprOducedト2layer[nlaLL

2 ThesproutngsporophytesofA crqssF/OLfaappearedvLSuallylnFebruaryTheaLLach'ng

term olswarnerswasestlmatedfrom SeptembertoFebruaryofthenextyear

3. Bladelengthandbladewldthofthe1-year-oldA ErdSSJ/oILasporophytesreachedtht･

maxlmumlnJuneandthemlnimurnlnOctoberThesporophytesmorethan1yearoldreacht･d

themaxlrrlum Ofb)adelengthlnJuneandthatofb)ade､vldlhtnMay.andboththegrowth

rrurHmurTIStnOctober･NovemberTheplantsrepeatedLhlSCydeunLllwashlngawayOrCOlleC=叩

byllshermen.TheplantsgrewveryrapldLylnbladelengthandwldthfrom latewlntertO

earlysprlngwhentheseawateTLemperaluTeWasbelow 15C

4 ThepopulationolA crGSSI/Ollareached22plants tOOLJ川 SPrOutLngSeasonOfAprlI

ThedepopulahOnWas55%.nthe1-year-oldpopuLatLOnandabout71Oi･nthe2-yearold"nc

5. Mosto11-year-oldsporophyLeSOIA crQSSl/oIlqWerenotable10producespOrOPhyHs
evenlftheyproduced一ewones.theyCouldnotbecomelomature.A)IsporophytesrnoTethan

I-year-OldborethenumerousremnantololdsporophyllsabovewhlCh爪eWsPOrOPhyl】さWert･

spT･Outlngfrom AprlttoAuguslSporanglalsorthaddevelopedonthenew sporophyllSdurlnLT

AugustandAprlLoIthenextyear.

報文番号 A143 (1987年 l月30日受稚 )
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6 About30%oElndLVldualsol^ crossJfoEJ'ogrowing a一thedepthof0-I5∩ had

sporanglalsortnotonlysporophyllsbutalsothebhde･Suchacasehasbeendescribedby

KAvAsHLNA (1977)ln L̂qrlLZSP

7 Corre)at10nbetweentotalstipelengthandageoEsporophytesoIJ4.CrassVoLIawas

shownbyfollowlngformula

L.=296240/ (1+elln-1)211). (r=0999)

ま え が さ

コ/プ科稚物rこ属するナガイソ(AlarlaCrOSSJ/OLl'QKJELLN )ll.1は豆道のEl高支庁庶野 (千原 1972)

から.津髄 攻西側の範色町岩部(菊池はか 1985)まで分布し,その中心は岩山町にある(木下 1940)｡ 本

州では青森県今別から東の沿岸と太平洋を通り宮城県田代島が南限とされている(能空谷 lSB4,岡村 1936)｡

チガイソは通称サルJソ -/ワカノと呼lth.ワカノ(UndorJ'q♪I…CLL/rdaSLRIM=̂R)の代用品として

食用にされ,3-5月に抜取されている｡

北島卦こおけるチガイソの生産土の推移をみると.1955-r64年には平均721ト./,】965-174年には平

均554トソ.1975-'84年KIl平均108トソと狭少してきた｡この主な簾Eyま.ワカノ兼鵜の尭展に伴いチガ

イソの需要が年 凍々少し.さらに廉触りため漁獲努力の低下を招き,生産tが沌藍したものと考えられる｡

特に最近5年間の平均生産tIi71トソとこの便向は著しい｡

チガイソはマコンブやミyイyコt/プとほほ'同じ水深帯に生育するため.漁場でコ'/プの凍争嶺となり.青葉

とされている(YENtX)1919.木下1940)｡著者等11恵山町の浅海漁礁神童を行い.チガイソは水深0-14m帯

に連続的に出現し.それ以潔にも随所rこ観察され,しかもコ-/ブ漁場での着生襟度がtかfL:り軌 ､ことを明らかに

し,マコソプ.ミノイソコ/プの玩争穫となっていることを報告した(新原ほか 1983.林ほか 1984.1985)0

従って.コ/7'漁切の維持と一層の拡大を回る為には.チガイソの生腰を知る必要がある｡

しかし,チガイソに牌する知見は分布.発生,形態(神田1935.岡村 1896.YEIの01919)や生活史の概

略(YENtX)1919.木下 1940)について報告されているが,生藩学的知見は乏しい｡

著者等l土鷹山町のチガイソの生腰に一九､て明恵を行い.その寿命.生長.凍托,成熟などについて若干の知見

を得たのでここにその牧略を報告する｡

本irL入るに先だも,iq蓋に多大のご協力をいただいた恵山町水産謙.岩山汲票協同風合.古式井私案協同風

令.渡島甫艶地区水産技術書及御 所の■Å各位に蔑んで砕礼申し上げる｡

方 法

1983年4月～●q5年10月に.恵山町恐山地先の海康に祭政区を設け.ほは毎月1回チガイソの生態科葱を行

った (Ftg 1)｡渦室地点の庶軌 ま岩盤.鎌からなり.水深は佐瀬扱F0-2mでチ*'イソのはか王Iこミyイ

yコノブが生育している｡

チガイソの遊走子の対生時事臥 胞子体の山鋭軽度を知るf=め.コ'/クリートプロ,ク(50×30×15oT[)を

】983年 10月から ■84年 6月にかけてはEl海月2個づつ投入した｡7rp,クおよび天然礁からのチ1/イソ幼体

の採集には5×5m,または 10×10cmの方形枠を用いて行った○

さらに,1983年6月に兼租p-プを張り.これに背骨型の牒aを†寸けたチガイソの幼体や2年Elの個体を括

り付け.それらの生見を牲時的に傾姦し.兼良,集頼.茎長,板の再生軌 胞1-兼の牧政,再生胞f兼の牧政,

由子兼の最大長.子■虹の形成被鼠 兼軸 (Rachls)間の排 などを弗起した｡

年掛ま茎の推斬面に形成されるリソタの軌 胞子兼の舶 群の救(BJuWS… 1956)と付着器にできる再生
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根の濃列数並びに菓軸にできる窪み(く

びれ )を教えることによって査定した｡

1985年4,8,10月には年齢別の生

長を知るため,漕LL町古武井の水深3-

5TTl地点から各粥三由時に500-800 本の

チガイソをスキ1-I(潜水によりタガネ

を用いて基質からできるだけ完全に維

して採取しfL

チガイソの部位の名称.滴定部位は

W IDOOYSON (1971)に準じた｡この

ほかに.最下部の茎の長径と短径.-一番

新しいくびれの長径と短径,胞子秦をも

つ兼軸の最大幅の長径と短径を珊走し

た(Flg.2)｡年齢は10月を基準 とし

て査定した.

表面水温を1983年7月から■84年3

月まで,恵山町オyケで10時を基準にし

てほは毎日測った｡

& J +

:I:I.:句 .:./..0 200m』 ====≡==■

Fig.1.MapoEHokkaLdoandEsanshowlngthe

lnVeStlgatlnglocatIOn

結 果 と 考 察

1. 年 +a

席沸した個体の帖 結果から,チガイソの付恋器(以後は椴と述べる)は樹枝状であり.毎年新しい蚊が1り弓

から翌年4月に旧椴の上部の茎から旧版を覆うように1-2骨からなる輪生枝として形成され,年鰍1この再生

根の縦列教(縦戸棚 )を数えることによってある楓建読みとることが可能である.また.菓掛ま毎年新しい胞

子兼をつける度に.生長点に向かって徐々に偏圧し.生長が鈍る夏から軟にかけて秦軸がやや窪み,くびれを生

じる.このくびれる度合いは年により身上あるb'1,毎年必ず生じることが明らかにTL:った｡このくびれの数と再

生也からみた年齢が一致する (F)g.2)ことから,このくびれ(窪み )が年齢を示す形質として有効であると

考えられた｡任意に採熊した個体群の年齢をこの方法によりi浄べたとこ ろ,最大7年まで数えることができた｡

しかし,溝7年を艶過した一部の植物終には菓軸の中央付近から板を不規則に出している個体がみられ.この群

をさらに1年経ったものと考えると,チガイソの寿命11溝8年となる｡なおWE'3帝上部に生育するチガイソは満

I-2年で溌失することが鮮 されたo

YEⅧ0(1919),木下 (1940)によれは, チガイソの方針ま2年と述べているが.,それは潮間帯に生育す

る個体群を撰集したためであろう.

YENtX)(1919)はALayJOの茎の検断Ⅰ酔こリソタのあることを報告しているo BA▲RDSm (1956)はノル

ウ‡一産の ALGrlaspの茎の横 ･解析面セク/ヨ-/を観察し.明烏と暗点が交互にできるが,しはしは1,明股

な偽年絵がみられることを認めたO このため彼は茎Iこできる肯だけで年齢を推定することは不可能であり,む

しろ胞子美辞の形成が明らカ寸こ周期性を持つことから.それらの痕跡を救えることによって年齢を推定できると

し, l̂qrfaSP の寿命を約7年とした｡

KJAIN(1963)は L･om川arlahype,boredGu7W の年齢を茎の拝断面セク./ヨ/の年鳥からふたが,

1年Elコ/プの個体に年編が未形成のものがあることを報告している｡
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3year･oldhaFIterJ

1yearold hapterA

F)ど.2.SchematlCdrawlngOfa4-year一〇ldAcrass-foliosporophyte.show)ng
thepartsofmeasurement

A the甘ldestpolnt,m theplaneofnew rachlS

B thepo)ntofthenewestconstr)ct10nOEbeneaththenew ra.:his

C thepolntOftheloweststLPe.
D sldeγlew Ofholdfast

チガイソの縦 斤面七ク/,ソからの年輪によって判定した年齢とくびれの故から判定した年齢はほほ一致した

那.満1年経過した個体に年輪が末形成のものもあり.さらにくびれから読んだ年齢が明らかに5年以上の個体

であるにも拘らず輪が形成されていないものもあった｡

また.再生根の縦列数からの年鵜査定にも欠点があり,高年齢の個体では 1-2年日の収が腐朽しているもの

が多く,さらに着生基質からの完全な剥離が難しいことである｡

従って,薫軸のくびれ教からの年齢査定が,5年EI以上のチガイソの場合ではくびれの度合いが小さいので

臥 取りにくくなるけれども.曳在では最良の方法と考えられる｡

2 チガイソの出現時期 ,初期戎耗

投入月別のブロック.天然の岩盤および養矩ロープに者生したチガイソ幼体の牡 ,楽長と兼幅,中肋幅.菓

湿及臣を 1984年6月4日に調査し.その結果をTable 1,こ示し1ら

チガイソの幼陣が10月投入プt,,クに肉眼的に観察されたのは2月中噸 からで,3月には11月投入ブpヅク
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にチカーイソの着生が改められ払 チガイソの着生が.認められた10月から2月までに投入されたプロ,クの中.密

度が濃も高かったのは11月ブロックで20本/100cnlであり.2月プロ･,クで4本/100cJと虎も少なかっIL

これらチガイソの全長は牧人時期の早いブ.,ックの個体ほど大きかった｡天然岩盤に生育していたチガイソの密

度と全長は,プpックのそれらを上回っていることと後で述べる子襲虹の形成状況から,10月以前に着生した個

体があることを示唆しているOこれらのことから,チガイソの遊走子の着地時期は9月頃から2月まで(亡鳩ヵ月間と

考えられ,さE*こ肉眼的に物体を讃別できるまでに約3カ月間かかったと推定された｡11月プロッタrこ生育してい

たチガイソの生残率の季節変化をFlg.3に示しIL,チガイソの密度は5月に100ci当たり22本(生残串1畔 )

と最大を示したが.徐 に々減托し,11月には99本(450%).翌年6月には64本(291%)になった｡1

年日チガイソが2年目lこ移行する秋までに約55%が襟耗したことになる.

tableI.Denslty,bladelengthandbladewldth(mean土 sd.)oZtheAcrassFfolfasporophytes
growlngOntheconcreteblocksandacultlVal10nropeOn4thJune1984

Denslty Totallength BLadewldth
(N/100Cの (cd) (cn)

8.0 573土319 17士0.6
20.0 48.8士386 12±α4

12.0 岨 8土26.6 16±0.8

40 33.0士24.3 13士85
0

0

0

0
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946士316 2.6士0.7
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Substratum Settingdate
ofsubstratum

Concreteblock 6.Oct1983

1,Nov 1983
2,Dec 1983

1.Feb 1984

6.Mar 1984
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7,May 1984

4,Jun 1984
Naturalrock

Rope 29,Jun 1983
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Fig･3･SeasonalchangeofsurvLValra(eofthesporophytesof
A c,assJ/OLIQgrowLngOntheconcreteblockssettled
onlstNovember.1983
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3 年♯別の生長
a)#

床井を付け兼成したチガイソの月牙座長変化と表面柚 の孝飾変化をドIg 4に示した｡

1年日のチガイソは4月頃から急速な伸長生長を行い.6月lこ長大とIL:る｡7月頃から末枯れがt汝しくなり,

10月にJl小となる｡Il月頃から再生長(2次伸長生長 )を始め.2年EIチガイソは6月に再び長大となる｡7

月頃から再び末枯れを起こし,11月から12月初旬に点小となる｡12月束から再生長(3次伸長生長)が起こ

る｡このような生長バターt/を繰り返しながら自職 失,人劫的な採取により寿命を終える｡

この生長′(ダーソを梢 か らみると.上昇時の水温が約15℃に連すると見掛けの伸長生長が止まり,下降時の

水温が約15℃に連すると再生長が始まるという偵向がみられる｡

Sum)ELIE(1961)は酉ノルウエー産のJllorioesculenLoの幼体を水温4-20℃,塩分iL度15,20.25.30

‰の条件で皆朱し.幼体の生長は水温14℃,毎分搬 25-30‰で良かったと述べ,さらにヨーpツ′'の各地嘆-

の移植恥 ､ら8月の表面平均水温が16℃かそれ以下の地味にだけ生育することができ,ALCnaescuLêlqの

王な分布載限要因が水温にあると述べている｡

4月および10月に一般漁場から任意に採取したチガイソの年齢B僕 長の変化をTable2に示した｡3年EIチガ

イソの兼長が2254C7Wと長大で,4年Elからの兼長にはほとんど轟がない010月には.2年E]チガイソが長も大

きく,3年EIからIi年齢の増加に伴い短くTL:る｡

(1u)
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一B
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_
p

o
l血

MAMJJASONDJFMAMJJASONDJFMAMJJASONDJドMAMJ
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a
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o
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■
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O
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o

■ヽ
一
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1-0Fdyeap 2-oldye■r 3-oldy●■r l-oldyet-r

Fig,4.Seasonalchangeinmeanbladelength(一〇一)ohhetaggedA.crossI/Oh'o

sporophytesandthesurfaceseavatertemperature(-●-)atEsan

b)薫格,中肋幅と重JL

兼幅の生長-タ-./Iま薫長と同じ変化をした (Flg 5)｡

4月お上ひ10月にjQlける年樹 J兼塙をみると.4月には ).2年日チガイソは幅が細く.3年日以上では約25

mでほとんt'基がkt,blO月lJ土末枯れに上り秦幅も7m都政に(,EろくTable 2)｡

中肋はナカイソの大きさが5rrm 位の幼体から肉眼的にさ別できる上うになる｡4月における中肋の掛ま年齢

の物 日とともにやや増すが,10月には兼長が末枯れに上り短く1Eるため.淵定部位も生長点に近くなるのでやや

小さくなる｡しかし年齢の高い個体はL'値が大きい (Table2)｡



T&ble2.Bladelength.bladewidth.mLdrlbwldth,plantwetwelghtandbladewetwelght
(mean土 sd)oftheAcrQSSlfotlaSpOrOphytescollected)nAprllandOctober1985

Age DateoEobse-at10n N Bladelength(印) Dhdew.dth(-) Midrlbwldth(4, Plantw(e;,welght BladeT,e;weLght

1 23,Apr_r85 21 213士164

23.Oct'85 74 42_3±263

2 23,Apr'85 75 1238士53_1

23.Oct.'85

3 23,Ap√.■85

23,OcL■85

67 66.2士365

40 2254土553

08 559士29_0

4 23,Ap√'85 85 2165士579

23.Oct.'85 27 510士206

5 23.Apr'85 67 2141i516

23,Ocl●85 12 428i160

6 23,Apr■85 54 2120士543

23,Oct●85 16 363⊥130

7 23,Apr '85 11 2203士519

23,Oct'85 5 355士 149

I8± 08 04土02

48士 18 06士01

10.7士 4.6 05土02

59土 37 08士0_2

243±197 08士02

64士 22 08士02

252士 69 1.0士02

77士 2.5 09士02

264士 51 12士08

71± 26 】O±03

266± 60 13士07

68士 20 13士07

255士 56 14士02

78士 36 )3士01

147± 12.6 8,1士 71

599士 28.2 40.3± 32_5

48.9士 407 172± ll6

2105土 759 1925士 72.1

687± 62.2 172± ll3

2658土117.0 2503士 900

1244士 847 18_1士 101

3120士1181 2654士 902

1418± 也75 17_4j: 87

3530士1108 2755士 921

】634士 754 140士 74

3861士 1672 2683士1030

1642± 379 156士 57
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採取耕こあたる4月の薫湿盤土の平均は,2年日チガイソが的40gと軽いのに対し,3年且以上の平均兎Jtは

1925-2755gに達し.約5-7倍の重さlこなる｡3年目以上の駁つき全茎亙生の平均は約80gであるので.

兼湿砿tが駁つき全茎盤上より約3倍吐くなっている010月での3年El以上の個体をみると.兼長は末枯れに上

り短くなり.平鯛 iJtは約17gとなったのに対し,扱つき全茎亙tIl約120gと増量していた｡これから4

月から10月までの6カ月間に全茎垂tは40g増えたことになるが,これは王に胞子兼の玉tに上るものである｡

MAMJJASONDJFMAMJJASONDJFMAMJJASONDJFMAMJ

1-oldy●■r 2-oldyeAr 3-oldyear 410JdyeJr

Fiq.5.Seasonalchangelnmeanbladew)dLh(-01)alldmean stlpelength(-●-)of
thetaggedA crGSSl/OrJaSpOrOPhytes.

C)茎長と兼軸

茎の基紛 .ら生長点までを全茎長として軸定した｡全茎長は軟から掛こ生長し,夏にはほとんど生長しない

(Flg 5)｡全茎長は年齢の増加に拝し収は直納 こ伸長生長した(ド.g 6)｡

10月の年ra別全集札 付着音の高さ.全茎長+付着告の76さの変化をF]g.7に示 した｡これらの値から

Robertsonの式rこ当てはめると相関蘇政がそれぞれ0999.0957,0_998と高い相朗を示し,全霊長の生長

式はLl-296･240/(1+elJnJJD･ユZtI)(TTm )が得られた｡

この生長式から.1年目から8年目までの年齢別チガイソの全茎長を推定するとそれぞれ 902,112.3.

136.a 1630.1897,2156.2396,2610rrmである｡

兼軸の併斬面11幼体肋に円形であるが.胞子兼をもつようになると.徐 に々長輯円形になる｡年齢別の軌 の

長径は6年Bまで生長するが,短径は長径ほど生長しない｡年R別(X)叢と美和の長径/海陸(Yは みると,最

下部の茎では釣 1.I.冶子葉の井下の兼軸のくびれでIt的l.9-2と一定しているが,由子薫を有する点も若い

兼七の長大特のそれ11仙壬南濃に並びY-0226X+2･064(r-0971)の閑係が求められた (Flg 8)｡

10月の年輸別般つき,胞子兼つきの全茎丑Aと全芸濃との開床をみるとY-1272X193258(r-0995)

が縛られた(Flg 9)｡全茎長の生長式から求めた全茎長の値をこの式に代入し,1年Elから8年Elま･托)午

Fa別全基盤■を推定するとそれぞれ2I5,496.808,1141.148.0.181,2115.238_7gである｡

d)胞子兼と子鮒 の形成
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10月における胞子菓枚数.収熟枚数,最良鞄千葉の平雌 とその標準腿 を年FB別に示したのがTablC3で

あるO

胞1-射 ま生長点のrrFの兼Bb､ら対生的に形成される｡10-11月に者生したチガイソには,翌年4月頃に形

成が始まり10月までに片側3-4枚の挺子兼を持つが,12月以後に着生した個掛コi突起としてみられるに過

ぎないC胞子葉の枚数は年raと)tに増える｡2年Fl以上のチガイソになると.新たな胞子蓑形成のはか1-2年

捉過した古い海子葉から4-6月に先粋こ新たIL:膜状の聴JF葉を再生して大きさと厚さを増していく｡これらの

揮い胞子秦に子亜斑ができ.遊走子の放出後に徐々に括れ.落葉する｡ 1年nチガイソに形成され/こ胞子策117-

癖戊を形奴しない.これ11胞7'-#に成鼎するために充分な厚さと長さがないためと々 えられる｡

子武技の形成118月末から胞子射 こパッチ状にみえ始め.10-11月に112年-EI以上の個体のほとんどに形成

され.最盛期となる｡胸f･炎の全枚数のうち子耗斑をもつ胞子秦は約73-96鰍こ達し.掛こ近い胸+姫でf舞

曲両群の舷 が高い｡子ii班の型も胞子薬の両軸こできる2粂型と胞T一兵全体にできる全幅型とがあり.ぷ#l句

両に形成される｡子弧 をもつ胞子静1翌年4)ほ で軌蒸された｡

胞子秦の形億と子も虹形ぬこついて OKAMUTu(1896), MIYABE(1902),YENp0(1919).米下目940)

の報告があり.YEドED(1919),木下 (1940)は胞子美の再生が 7,8月にみられると述べているが.忠

山では4月から観察 された｡川も(1977)は AlqrJOsp.の巣状掛こ子■斑をを形成するものがあること

を報告しているが,濃11■Tから戸井町 (#田来)の水深0-1.5mに生育しているチガイソDうち胞子策以外に
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葉状部の両面にも子錬成が形成されている個体が約3)%あり,

この子轟妊からも充分に遊走子を放出させることができ.こ

の子義斑は胞子兼のそれと同じ働きをしていると考えられるo

以上述べてきたことと'苦老らの既往の知見 (新原ほか1983,

林ほか1984,1985)からコンプ軌勘におけるチガイソの生

態学的位置を考察してみると,(Dチガイソの生育水深帝は0

-21rnに,てコ-/プのそれは0-15rnに,ミyイ/コノブの

それ111-10mとチガイソの生育水深帝が広い,(カチガイソ.

ミ/イソコソブ,マコ./プは岩盤,転石,玉石など同種規の

基質に君生し,すみ分けを行わない,(亘)新生密度は調査場所

と水深何により異なるが,恐LLPr豊輔.ノd即也亘の平均生育

襟度 (lmZ当たり)はチガイソが48本.ミツイノコノブが

05本.1年EIてコ/プが33本とチガイソの襟度は高い.

④チガイソはヤコノブ,ミyイ/コ/7'と発生時期や成熟期

l伽 '.ほほ同じである,㊥マコンブ , ミツイツコL/プの寿命が

2,31牲 であるのに対し,チガイソは8年生と寿命が長い,

包 1年Eけ ガイソの生き残り率が45%と砧い.lj:どからチガ

イソは-/コ/プ,ミツイ/コソプの鏡争唖と推定された｡
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7JLblC3.ThesporophyLllength.numberofsporophylLandrlpedsporophyl)(mean土 sd)

oIA crassI/OLZocollectedon23rdO亡tOber1985

Age SporophyILLength Nurnberof NurnberoEr岬ed (B)/(A)×100
(CID) sporophyll(A) sporophy】1(B) (%)

37土 33

128士 7.0 94士 63

17_9士103 139± 91

271土 日.1 233士10.0
310土 8.6 260士 9.3

325士 70 29.2士 5_5

301± 104 266±107

248士 51 223士 54

1
3

7

6

3
･
9

8

9

要 約

鳶LIPr恐山において1983-■85年に.7コ./7',ミブイ/コ./7'と故争鵬 にあるチガイソの寿命,苑等時期.

生長様式,波耗.成熟などの生脚 壷を行い.次の括巣を得ると〕ねこ若干D考察をした｡

1 チガイソの年齢丑定は菓軸にできるくびれの数と付着掛こできる再生81の#列Erを救えるのが有効であり.

これに1って最高寿命を8年と推定しlL,

2 チガイソの遊走子の着生期間は9月～翌年2月で,幼体の肉W 出現時肋ま2月である｡

3 兼点 薬幅の生長′くクー./を明らかにし,上昇時の水温が15℃に連すると仲良生長が止まり,下降時の水

温が15℃になると再生長が始まる｡

4 幼体からl年目の終わりまでの減耗串は55%,2年Elチガイソまでのそれ117156であった｡

5 1年目チガイソはほとんど胞子葉を持たTL:いで過ごし.胞子兼を形成する個体も子僻 を形成しない｡ 2

年El以上のチガイソは旧胞子薬の上静こ新たな胞子兼が4月頃形成され,次葺かこ大きさと坪さを増し,8月から

翌年の4月まで子染抜を形成し.遊走子を放出後茎に近い胞子兼から次々に溝兼する｡

6 W ll胞子兼に通常形成されるが,水深0-15mに生育している約30%のチガイソの集状部の両面こ

も千載比が形成されていた｡

7 全基長の年齢別生長式Lt-296240/(1+e) " '~0 日= )を求めた｡
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A.1-year-oldsporophyteorA/arJaCraSSt/oLlaCOllec(edatEsan,on2ndAugust1984

B.3-year-oldsporophyteofA crassJ/oLtacouecLedatEsan.on2ndAugust1984

C. Apartof2-year-oldsporophyteoIA crassJ/0llaCOllectedatEsan,on2ndAugust1984

showlr】gCOnStrlCtlOnlnraChlSandsporophylls

D･ A crass-/oELahavLngSpOrang】alsorlOnlhebladecollectedatTol.on28thSepternber1984



網走湖産ワカサギの生活史 第3朝 晩海及U遡河

移I加こついて

宇藤 均 ･坂崎繋樹

1981年から1984年の期間,網走湖の流出河川で

ワカサギの移動生潜を拘べた｡捗動魚は主に0年魚か

ら成るがt,I,2年魚もみられ.まれに3年魚も認められb

O年魚の降潜時肋ま8月上旬を盛期とした7-Ll凡

遡河時期1111-12月を盛期とした10-12月と翌年の4

月であっTL,降海盛期は仔魚から稚魚-の移行時朋と

対応していた｡この時期の降海魚は欄内に分和するも

のより比較的生育が進んでいた｡

年齢 1年以上のワカサギの陸海時期117月をピーク

とした5-9月,遡河時期は11月をビークとした10-

12月と4-5月であっb

本棚産ワカサ判こその生活史から次の5つの群を示

唆した｡J)一生鵬 しない02)生括荊-年目に降

海 ･遡河し,二年日には降海LlL:い｡ 3)生活新一年

目に引続き二年Elにも降海 ･遡河する｡ 4)生活第一

年日に降悔し.二年Elに遡河する｡5)生活窮一年El

には降海せず,二年日に降海 ･逮河する｡

A140 北水洗報 29 1116 1987

肯帥 湖における海洋条件の季節変化

蔵EfI護 ･西浜雄二

1984年12月から1986年5月まで.能取湖最深部

において海洋条件の季節変化を調べたO水温は-I5

℃-214℃の抱馴こあり, 湖は1月上旬から4月中

旬までの間,結氷した｡10m以深の塩分は314-335

であった｡5月上旬から宗谷暖流系水の脚 を受けは

じめ,11月下旬には束樺太寒流系水に入れ番った｡栄

尭塩類は1月～3月に高漉度であったが,クpp7,I

ルa晶が年r-t･1億苅値(0-Ism5層の平埠.143JL9

/C)を示した4月下旬に急激に減少した｡0-15TR

層のクpl'フィルa卦 ま夏にも1-3JJg/C であり,
比較的砧かった｡このことは底周から栄確塩の供給に

よるものである｡結氷下のクppフィルa畳は 1/̀9
/e以下であった｡

A141 北水洗報 29 17-24 1987

野付湾ホッカイエどの成長に伴う分布と密度の変化

水島敏博

1977年から1980年にかけ,北海道東部の野付湾

において.ホッカイエどの成長に伴う分布と移軌 な

らびに個体群密度の変化について調査したDホッカイ

エビは7'マモ場の周年定住唖であることを示した｡当

故群の幼生は樗奥部に密度が高く.成長につれて汚全

域に分放しも 1歳お1ぴ2蔵群とも春には汚奥部に

帝皮が高く,水温の高くなる夏には袴中央部の潮切J.g

辺に躯中することが推測され,越冬前には汚全域に分

散した03歳の春のふ出鼎の雌は接岸する0本種の個

体群の懲度は,生後16カ月以降から急激に低下するが.

それ11漁轟減掛こよると考えられた｡

A142 北水尻報 29 25-351987

.S山町におけるチガイソ(ALQn'qcYaSSlfoLIa
KJELLMAN)の生能

新原義昭 ･工藤 符 .大野孝悦 ･高谷成基

チガイソの寿軌 生長.減耗,成東如こついて.1983

年4月～)985年10月に,恐山町恵山で調査したO

チガイソの年t釦も 兼軸にできるくびれと付薪掛 こ

できる再生板の縦列数を数えろことが有効であり,こ

れから最高寿命を8年と推年LlL,菓長,兼l礼 金茎

長の季節変化を調べ,薬長の生長と水温との開床を明

らかにした｡また年齢別に築長,薬幅,全茎長などの

大きさをみた｡

チガイソ幼体の出現は肉眼的に2月に入られ.遊走

子の砦生は9月から翌年2月までに行われた｡幼体か

ら1年日チ*'イソになる10月までの減耗革は約 55年

であった｡子鉄鉱の形成は8月から始まり1(トー日月に

最盛期とIL:り,翌年4月に消失した｡

チガイソのコンプ漁場での生態位慰付けを行い,マ

コ/メ,ミツイ/⊃/プの競争種とする考祭を試みた｡

A143 北水式報 29 37-491987
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